
 

平成1年１月１日 新年 

Ａ ＨＡＰＰＹ ＮＥＷ ＹＥＡＲ 
いろんな出来事があり、２７日に来てからも、たくさ

ん、たくさん、ドラマが生まれました。人が去り、人

が来て、入れ替わり、また新たな時が訪れる。新春を

小屋で迎えるのは何とも妙な気分で、本当に‘８８か

ら‘８９になったんだという実感はわかない。しかし

小屋は相変わらずだ、下出は酒を飲み、２５ｔｈの竹

内氏は語り、そして竹内氏の同僚のミヤザワ氏と遠藤

と私の５人が起きている。ＡＭ２：４５である。新春。

１年の計は元旦にあり、という訳で 
１， 今年がよき年になりますように 
２， とうとう大学４年になるんだな・・・ 

‘８９，１月１日という訳で小屋に居ます。 
３０ｔｈ 藤尾 

 

平成1年１月１日  ＡＭ３：００ 

まだ、年が明けて３時間しかたってませんねえ・・・・。

８人で食べた年越しそばおいしかったです。あさって

帰るのかな。ねむくてどうしよう。頑張っておきてま

する。ふーっ       
３２ｎｄ えんどう 

 
おはようございます。結局、今朝は４時頃寝てしまい

ました。で１０時頃起きてきて今、おぞうにを食べた

ところですが・・私は、おもちが嫌いなので汁だけの

みました。屋根から雪がドタドタ落ちてます。小屋が

こわれませんようにー。 
栗きんとん、黒豆、魚の缶詰、紅白のかまぼこ、お雑

煮、正月なんだな。というわけで、みんな好き勝手に

したいことがあるので、私はつまらんです！ 
 
８９年に向けて、来年は卒業するぞー 
よっぱらっているぞ、山田、服部はつぶした。藤尾遠

藤は生きている。そんなところで飲んでいる。１９８

９年１月１日、１２時４９分３９びょうだぜ 
           下出直孝 ちなみに３０ｔｈ 
 
思わず年越しすることになってしまった。初めてスキ

ーもやったし、８９年最後の大学生活にもうひと花咲

かせよう。      
３０ｔｈ  服部 

 
０：４９  Ｊａｎ．１ｓｔ．Ｓｕｎ  
みなさん、あけましておめでとうございます。時の経

つのは速い物で、１９８９年（昭和６４年）もあと３

６５４日を残すのみとなってしまいました。とりあえ

ず今年もよろしく！！ 

・・・私はと申し上げますれば、実は部外なのでして・・・

先述の竹内大人のフロクとしてこのお小屋様にお世話

になることとあいなりまいてございまする。 
実はとっても私はＬｉｔｙなわけで、こういうワイル

ドな体験ははっきりいって“初体験”なのです。うふ、

はずかしい・・・。 
Ｂｕｔこんなふうに年を越すのもステキだし、小屋の

雰囲気もすばらしいと・・・って思っています。竹内

大先輩の客人みたような顔でぼーっといすわっている

私に夕食をつくってくれた現役のみなさん、ほんとう

にありがろう！！ホントはおんなじ学年、年でボクも」

現役で大学に入っていたらおんなじノリで食事当番を

やって、おかまのごはんをお湯でしゃかしゃかとこす

らなきゃいけなかったのかもしれないのに・・・。で

も、でも、てめーら俺のことえれー年上にみてただろ

ーっ！このやろーっ！俺は本当は若いんだぞーっ！ホ

ントなら３０ｔｈって書いてもいい年なのだか

ら・・・！話しはだっせんしましたが、竹内大先生は

じめ、同店のみなさんの心根にとっても感謝カンゲキ

して新しい年をむかえられたこと、とってもうれしく

思います。みなさん本当にありがとう！じゃ、又書き

ます。     
ｂｙきんたろうみやざわ  諏訪市 

 
昨晩は某下で下出にからまれいきなり酔いがまわって

ねてしまいました。左の代筆がその時私が気持がわる

くていった事です。まあ、とりあえず年があけたわで

ですが、これといって特に気分も新たにという気持は

あまり私にはおこりまでですねーハイ。年が明ける寸

前と年が明けた瞬間というのは何かありそうで実は何

もないんですね。天文学的な時代と比べればほんの一

瞬でしかないんですね。それでも何もしないからこそ

この一瞬は永遠なのですね。というわけで今年もよろ

しく。      
３０ｔｈ  山田 

 
スキーをしたら一段と真っ黒になってどっちが顔の正

面なのかわかりません。困ったものですね。私の目の

前にある黒豆と同じくらいでしょうか。 
下出さんはタバコばっかーーーーりすってます。いけ

ませんねえ。宮崎さんは昨日の姿とはうって変わって、

朝からマン画を読んでます。服部さんはいつも寝てい

ます。シュラフをまきつけてだるまさんみたいです。

山田さんは動きません。地蔵とよばれている。ゴミと

も呼ばれている。シンデレラともよばれている。お姫

様を待っている。２分の男ともよばれている。やっぱ

プヨプヨしている。山田君の好きな動物は１，うま、

２，パンダ、３，ゴリラ。 
遠藤：１，リス、くりくりしてる。ちょこまかしてる

ところ←自分の望む姿。２，ラクダ、こぶがついてい

る。ラクダの背中にのりたい←他人から見られる姿。



３，キリン、のっぽ。いろんなものが見渡せてスゴイ

←自分の真の姿。 
さっき“たばこ”というものを生まれてはじめてすい

ました。まずかっただよ。２度と吸いたいとおもいま

せんよ。 
 

平成1年１月１日  ｐｍ３：２０ 

あけましておめでとうございます。今日は雪が朝から

降っています。外ではいま、エラい現役が雪かきに精

を出しています。正月早々のハードなトレーニングご

くろうさまです。小屋内では夕食のおでんづくりをえ

んどうさんがしてくれいます。寝て本をよんでいる宮

崎君、なぜかアミモノをしている宮沢氏（彼はこれが

今回の目的である）平和な元旦の小屋です。 
                      竹 
 

平成1年１月２日 

夕べは酒がなかったせいかとても静かな夜でした。も

うそろそろ出発しようかと思います。現役の皆さんの

いかげでグータラと楽しい年越しができました。あり

がとう。                  
 竹 

 
我々はぼちぼち、お小屋様とサヨウナラなのです。30
日に入って３泊４日。こんなすばらしい越年の経験ｗ

のさせて頂いたのも現役のみなさんのおかげです。ど

うもありがとう。みなさんもお体にきをつけて、勉強

に仕事に頑張って下さい！ 
Ｐ．Ｓ．セーターの後ろ身頃もうじき完成します。で

はｂｙｅ     
きんたろう みやざわ！ 

 
ＡＭ１１：２５ 
現在の小屋の状況。 
その１， 服部、やっと起きて漫画を読んでいる。 
その２、 宮崎、なぜか山田に退行してギターの連取

をしてる。 
    

平成1年１月３日  ＡＭ９：００ 

今シーズン現役部員の冬小屋も今日で終わろうとして

いる。メンツとブキの煮沸をやりつつ、余った食糧の

処置に困っている。私は先発隊として１２月２２日に

土生（３０期）坂井（３０期）と３人で入って以来今

日まで小屋で過ごした。ここ２シーズンは少雪という

ことで、冬小屋のイメージは楽だったが今シーズンは

豪雪で小屋入りは苦労した。４人乗高速第２リフト（フ

ード付き）の登場でスキー場の人気は高まり、スキー

屋の質（おしゃれ度）が進み、ますます我々にとって

やりづらくなった。ザックもリフトで上げるのにも神

経を使う。だが何よりも嘆かわしいのは、我々ワンゲ

ルの人間もスキーウェアが主流になってしまったこと

である。小屋にワンピースは似合わない。基本はニッ

カ、セパレーツ上下だ。２年前、つまり私が１年生の

時は冬小屋に１０日間いたわけだが、１０日間連続で

滑りまくっていたものだ。だが今年は雪かきのせいも

あるのだが、暇を小屋でつぶすときがままあった。ス

キーに執着がなくなったのか、気力体力が落ちたのか。

だが、もっといい方向に解釈して、ぼーっとする喜び

がわかるようになったとか。 
これが今年の状況です。ここ３年まれに見る小屋に居

る人の多さです。いずれにせよ、今度の冬小屋は例年

になく不快であった。これもひとえに藤尾君（30キ）

遠藤さん（32キ）のおかげです。本当は藤尾も私と一

緒にクリスマスを小屋で過ごすはずだったのが、彼は

私を裏切って遠藤と浅草へ行ったのだ。 
浅草パーンチ！！ 
その同じ時我々男４人はささやかな小粋なパーティー

を小屋で行い、プレゼント交換として肩モミ、背中フ

ミフミ大会をやっていたのだ。竹沢の足の匂いをかい

でいるときにあいつらは・・・浅草へ・・・・・ 
そうやって私は欲求不満が高まっているところへ、連

日昼、夜と酒を飲み続けたのが良くなかったのか、な

んと大晦日、サンアントンのトイレで吐いてしまった。

やっとの思いでリフトに乗り、滑り降りたが、小屋ま

で歩いてくる途中でもまた大量のゲロを。とにかく藤

尾、おぼえていやがれ。‘８９クリスマスは小屋で彼女

と・・・・この事を土生と誓い合ったんだ。 
スキーの基本は怒りだ。 
何はともあれ、今年も小屋で年越した。毎度の事なが

ら新年にあたって何の感慨もない。 
そうです。特筆すべきは３１期の伊藤です。彼はネク

タイにコート、足下はチロリアの靴といういでたちで

麓から小屋まで歩いてきて、その日また歩いて帰って

いたのです。何が悲しくてそんなことを。 
時間は過ぎいく。大学４年間は世間が許してくれるモ

ラトリアムである。それをもっと伸ばしたければ、自

ら手足を使い、自分と周囲を動かさねばならない。今

年が正念場だ。      
３０期  宮崎 

 

平成1年１月３日   ＰＭ １：０６ 

まだ宮崎と私は小屋にいる。あとかたづけもほとんど

終わりあとは床のそうじだけである。昨晩は、山田と

３人でしみじみと語り合った。こういうことはひさし

ぶりなので、とても良かった。あと、ねずみをじっく

りと観察した。体長は１０ｃｍくらい。普通のねずみ

のもつイメージとは違い、とてもかわいらしかった。

それにしても宮崎はむきになっている。しかし話しを



していくうちに「ゼリー」などのことも発見され、テ

ンションが上がっていった。あと、オレと宮崎で山田

の合コンシュミレーションをやっていったが、やはり

こいつには逆シンデレラ物語しかないだろう。オレも

あまり強くは言えないが。まあ、今年初めて冬小屋に

はいったのだが、とてもにぎやかで楽しく年越しがで

たのはよかった。来年もいっぱいいろんな人たちとあ

えるといいなと思っている。 
                ３０ｔｈ 下出 
 

平成1年１月６日    ＰＭ ７：４５ 

昨日、夜中の９時に小屋に入った。リフトの営業時間

をころっと忘れていて、宮向商店でメシを食って６時

頃下を出発した。第一リフトしか動いていないのでお

酒をもらいつけものを食って再び登った。はっきりい

ってとてもつらい。しばらく登るとサンアントンのお

じさんがスノーボービルで迎えに来てくれて、結局Ｊ

バーまで送ってくれた。小屋の入口まであと１５分ぐ

らいだと考えていたのが新雪がすごく小屋の場所がよ

くわからず、結局９時に小屋に入った。いままでで一

番つらい小屋入りであった。２日から５日までは黒姫

にいたので、この環境の違いはでかい。超かんしゃめ

んをウェーデルンで下ると初心者が多すぎてすごくつ

かれる。明日はゆっくりと帰ろうと思う。小屋は－８℃

だった。        
２８ｔｈ  梅田 

 

平成1年１月29日       ＰＭ１：３０ 

雪下ろしの為にやってきた４人組（小屋委員長増田（３

１ｓｔ、松尾、松田（３１ｓｔ）服部氏（３０ｔｈ）

２７日の晩から降り出した雪が地元の人も驚くほどの

大雪で、なんとＪバー乗り場から小屋までなんと２時

間半“なんと”が続くがそれはそれはすさまじいもの

であった。別名雪下ろしＰＷとして楽しんでこようと

きたいしていたが一転してただのラッセルＰＷになっ

てしまった。胸までのラッセルなんて普通で、さすが

に目の前に雪がある、視界が全くないというラッセル

には思わずうなってしまった。まさに雪の中を泳いで

しまった。というわけで初日は仕事がほとんどできず、

酒飲んで寝ただけだが、なんとか２日目の今日は柱と

側面はちゃんとできそうです。目前にひかえた後期試

験、今ごろ、経、経は試験に向けて美しき友情、そし

て普段は話さない者同士が急に仲良くなる気持悪さを

部室で見せていることだろう。私たちも試験さえなか

ったらもっと小屋で静かにのんびりと過ごせるのに。

ただ、今回参加の某３０ｔｈの人だけはそろそろ冗談

でなくなってくる。まだまだ帰りたくない。もっと居

たい。遭対合宿のコース下見は時間もなく、ラッセル

の必要ないので今回はできない。残念。今日下まで帰

るのに何時間かかるだろうか。それからＪバーと小屋

の間に数カ所に赤布（ＹＷＶとか書いてある）がある

が、今回のラッセルのとき、視界がきかなかったので

つけたもので、本来のルートではありません。ただし

確実に小屋にはつけます。混乱しないようにして下さ

い。           
３１ｔｈ 松尾 
 

平成1年１月29日 ｐｍ ２：５０ 
ふう、やっと終わった。ご苦労様 
 

平成1年２月28日 

春小屋遭対先発隊だ。俺は伊藤だ！宮崎さんはあんな

こと言っているが（前々ページ参照）冬小屋先発では

いれなかったからわざわざ差し入れを持ってきたとゆ

ーのに・・・。んなこたあどーでもいいけど、足がつ

った。どーにかしてくれ！ 
 
我々は先発隊だ。全部で６人。只今５じをまわったと

ころだ。柱四本を掘って井戸も掘ってキジ道をつくっ

たんだ。おかげでみんなうでがいてーだの、足がつっ

ただの、勝手なことを言っている。後発隊のみんな明

日はがんばろー。 
中村と八重尾（わじま）がカレーを作っている。非常

にナイスな香りだ。増田はそこらじゅう歩きまわり働

いている。あー暇だ。いや静かでなかなかふんきが良

い。 
 

平成1年３月１日    ５：４６ＰＭ 

初めて小屋にやってきました。３２ｎｄの斎藤です。

今日は同期の八重尾が成人してしまい、中村が１９歳

になってしまった記念すべき日（？）であります。ス

キーで転びまくって左アバラ骨背面部がズキズキ痛む。

うーん、うーん。 
小屋の印象は、部屋より広くて良いと言う事とでもや

っぱりきたねえなと、そのくらいです。今後愛着をも

てるかどうかは未だわからないというのが正直なとこ

ろですが・・・・。松田さんがちょこひしいなと云っ

ている、だが雪上ツアーの非常食をあげるわけにはい

かない、かにかいてんだかわからなくなってきたので

とりあえずこれまで。 
 

平成1年３月４日   ＡＭ９：１６ 

今日は朝８：００頃雪上ツアーの人が出発してしまっ

て、他の多くもスキーに行ってしまい、現在小屋には

５人しか残ってません。遭対合宿は考えてたよりおも

しろかったけど、でも疲れました。古いコンロを使う

と必ずなべの底にすすが出来てしまいます。新１年が



使うことを考えるとかわいそうです。何か良い案はな

いものか。小屋では３１ｓｔの松田さん、久保さんが

天気図をとっています。。。そういえば、たっしゅくち

ゅうはほとんど良い天気に恵まれて幸せでした。２日

目なんて、小屋よの中より外のが暖かかった程―――。

正直言って、寝ても寝ても寝足りません。２４時間位

ぐっすりねたい。やっぱし、夜中に目が覚めちゃうの

が良くないのでしょう。ＡＭ４：００頃毎朝ふるえと

共に目が覚めました。２４時間位ぐっすりねたい。や

っぱし夜中に目が覚めました。背中がいたい。よー。

私もあと１時間位したら小屋とお別れです。また、夏

小屋からお世話になりますね。それまでさよならです。 
               ３２ｎｄ  遠藤 
 

平成1年３月４日 

外はおだやかに晴れ渡り、静寂さが支配する小屋の中

に緊急用にＯｐｅｎにしてるトランシーバー。ノイズ

が時折響く、なんとなく春を感じながら小屋の周辺を

散歩してきた。 
  雪上ツアーの無事を祈りつつ  ＡＭ１１：１０ 
                ３１ｓｔ まつだ 
 

平成1年３月６日 

パウダースノーのスキー日和りだったので、小屋の周

りを散策してきた。雪原にねっころがってくうラーメ

ンもまだまだテクはおとろえていない。新雪の妙高、

黒姫は美しすぎる。ゲレンデスキーなんかやってるヤ

ツがアホに見える。安全靴は小屋にあげます。長グツ

がかわりにつかって下さい。  
３１ｓｔ 伊藤 

 
たいへん助かりました。ありがとうございます。 
              ３２ｎｄ  八重尾 
 

平成1年３月７日 

３月１日に小屋に入り本日帰ります。すっかり綺麗な

小屋になりました。しかし寒い。さてスキーに行こう。 
              ３２ｎｄ  高瀬♀ 
 

平成1年３月７日 

一週間近く（２／２８～７泊８日）も小屋に入ってい

た。早かった。寒かった。１年生も２人（八重尾、高

瀬）が残っていてたのしかった。あとはスキーやって

帰ろう。     
３１ｔｈ 増田（小屋委員長） 

 

平成1年３月７日 

遭対合宿、雪上ツアー共に無事終了することができ、

ほっと一息今日はのんびりとスキーをして帰ろう。こ

の季節の小屋のすぐ近くの良さを知ることができ、楽

しめてよかった。７泊８日とは信じられない。あっと

いう間の一週間だった。非常に楽しかった。よい一週

間だった。       
 ３１ｔｈ 松尾 

 

平成1年３月17日 

冬小屋に続きまたしても来てしまった。（今は長沼氏と

２人。明日は関がやってきて、私は帰る。）今日は寒の

戻りで異様に寒く、小屋に入るのにも近くまでのラッ

セルをするはめになりヒジョーに疲れた。それにして

も土生と宮崎はエライ。よく４年続けて先発隊を努め

られるんだ。誰もいない小屋はとてもきれいだ。せっ

かく現役の人達がキレイにしてくれたのに悪いなあと

思いつつ早くも小屋にはワレた焼酎ビンが転がってい

る。春小屋の時に一緒に片づけてというのはどうでし

ょう？とゆーわけで外の厳寒とは裏腹に小屋の中はぬ

くぬくとしている。ところで誰か小屋にラジカセを寄

付しないか？ＡＭラジオは退屈だ。（ＦＭが聞こえない

のだ。）    
ＯＢ  木虎 

 
現在ＰＭ１０：００長沼は１年ぶりの運動に全く疲れ

切ったようで寝ている。私も寝酒に妙高山を頂いてい

るところである。と、屋根の雪の落ちる音だ。そーい

えば雪かきは良くやってあったと感心した。おかげで

５０～８０ｃｍ（？）位の降雪が前の晩からあったに

もかかわらず、小屋も井戸もほとんど掘らないですん

だ。しかし、小屋を出る時はまたラッセルだろう。 
春小屋でこんなに寒い思いをするとは信じられないが、

雪の方はまさにパウダースノーになってしまった。今

日帰るのが残念でならない。また来シーズンもこよう。 
 

平成1年３月１８日 

宮崎や土生にはとてもおよばないけど私（長沼）も毎

年雪のある時期にここに来させてもらってます。しか

し、卒制で運動不足の生活が長かったせいか、ひじょ

ーに体が痛い。どうやらスというのは日頃使わない筋

肉をいじめるらしく、ブランクは命とりです。ついで

に今回は差し入れのつもりで持ってきた焼酎がザック

の中でみごとにコナゴナとなっており、シュラフから

なにからすべて酒臭くなってしまい、踏んだりけった

りではあります。とはいえ、サンアントンのおねーさ

んがどうやら顔を覚えてくれていたらしいのがただ一

つの救いです。         



長沼 
 

平成1年３月18日 

本当に久し振りに苗名小屋に来ました。確か最後に来

たのは３年の夏小屋以来だから１年半ぶり。スキーに

来たのは２年の春いらい２年ぶりということになる。

あまりにも間が空いてしまたので小屋に何を持ってこ

ればいいのかもわからない始末で、シュラフとシュラ

フカバーくらいしかもってこなかった。少しは宮崎を

見習わなければならないなと思う私です。スキーは相

変わらずヘタ！！な２９ｔｈせき（ＯＢなんだって、

ふーん・・・。） 
 

平成1年４月30日 

新歓の小屋にのこのこやってきたのは、私２９ｔｈふ

くしまです。１年生諸君フレッシュですねー。私も今

は教師１年生フレッシュです！いいですね。何回来て

も小屋ってのは！！    
２９ｔｈ  ＯＢ福島 

 

平成1年５月13日 １６：３０ 

５年ぶりに小屋に来ました。相変わらずでホットした。

このノートを見ると２５ｔｈ竹内さんも正月には来る

そうで、今度は私も来ようかなあなどと思う。今日は

朝６：００出発（八王子）で鬼無里にやってきた（水

バショウが良かった）そのついでによってみた。これ

から帰る。現役のみなさん部活動、小屋の保全がんば

って下さい。私が直した「ナガシ」が使えなくなって

いるのは残念。       
２６ｔｈ元小屋係 川辺 

 
平成元年６月4日小屋管理人杉ノ沢岡田悟が雪越しの

為来て小屋の中を見る。老1日に早く資金を募集して

新しい小屋を建築するようにOB会にももうし出され

て資金を集めては如何？ 
 

平成1年6月18日 

小屋は相変わらず じゃないぞナンナンダこのゴミは。

袋に詰めておいたゴミは粉々に散乱！ねずみのせいだ。

おかげでトイレの前はゴミの山。よくこんだけかんだ

ものだ。しかし小屋に一人でいるのは恐い。たとえ朝

でもやっぱりこわいもんだ。夜にならねえうちにさっ

さと降りよう。     
それにしても笹ヶ峰牧場はほんとにすがすがしい 
小屋に通じる道やアスファルトの道路脇には車が鬼の

ように駐車している。今日は日曜日、天気はくもり時々

晴れのち大雨    

３１ｔｈ  小屋委員長 増田 
 
五八木のおやじさんはいつも通りとうりょうは何だか

んだと理由をつけて柱を直してくんないし、まったく、

お願いしますよ！やべえ暗くなってきた。雨も降って

る。コワイコワイ（疲れたという意味だよ） 
 

平成1年６月24日 

昨日来ました。小屋はきれいに整備されてて気持ちが

いい。懐かしい限りです。 
野尻湖のサンデープランニングというところのやって

いるカヌースクールに行くために来ています。金、土、

日の3日間、なかなかまっずぐに進まず、結構奥が深

そうです。それと“沈”のおもしろさ！初めは気が引

けますが、一度やっってしまえばこっちのもの。ほと

んど水遊びといった感じです。ただ寒いときはつらそ

う。昨日は雨無降らず結構暖かかったけれど、今日は

ザーザー降っているのと寒そうだな。明日はサイ川（漢

字がかけない申し訳ない）川下りの予定です。（雨で中

止にならないといいけど）。ゴールするまでに何回ひっ

くり返るのか、なかなかハードな一日になりそうです。 
 
一緒に来たヤツはもう寝てしまいした。（高校のときの

同級生です）ほとんどは4人の予定が都合で2人だけ

になってしまいました。もう少し人がいないとちょっ

とさみしい。あしたは朝早く出てそのまま帰ります。

そのうちまた遊びに来ようと思います。やっぱりこｋ

はいいとこだ。 
           ２３：１５ ２６ｔｈ大村 
 

平成１年8月15日 

８／１２  22期浅沼、鴨志田、立浪 
      24期 鴨志田  
      部外者 ２名 
８／１３～１４ 妙高、火打登山 
８／１４ 浅沼、鴨志田×２、部外者１名泊 
 

平成１年8月28日 

妙高ＰＷ（夏小屋合宿先発隊）今小屋に着きました。

ＡＭ９：００。久保と横井は塩入りコーヒー飲んでい

る。明日、あさってと楽しい山登りが待っている。楽

しみ。     
３１ｔｈ  松尾 

 

平成1年９月4日 

今年も小屋の整備保全を兼ねた夏小屋合宿が無事終了

しました。人数が少ない（３１ｔｈ６、３２ｎｄ３，



３３ｒｄ９）わりには、仕事も早く終わりホッとして

おります。これも機械文明批判を発祥とするワンゲル

にも機械文明が導入されたがごどくみなマシーンと化

して仕事に励んだおかげでしょう。今年は笹ヶ峰キャ

ンプ場でのバーベキューや花火をしたり等なかなか楽

し3泊4日でした。つまらない文になってしまいまし

たが、現役のみなさん、そして手伝ってくれた３０ｔ

ｈの服部さんお疲れ様でした。願わくば冬小屋に来た

ときもなえな小屋が達者でいますよう。 
         ３１ｓｔ  小屋委員長 増田 

 

平成1年9月4日 

妙高ＰＷ良かった。小屋の直ぐ近くにこれほどいい山

があることを３年になるまで知らなかったのが恥ずか

しい。小屋合宿は充実した合宿であった。充実感をひ

しひしと感じていたのは自分だけだろうか。 
               ３１ｔｈ  松尾 

 

平成1年９月4日 

今度来るのはいつになるだろう。  ３１ｔｈ松田 
 

平成1年9月15日 

今日から３連休です。一人でふらっと寄ってみました。

それにしても今年同期が他に2人も来ているのはビッ

クリしました。来年から３０ｔｈ藤尾さんと一緒に仕

事します。彼にはカワイイ彼女がいることこの日誌で

知りました。そのいち合わせてもらいます。 
ＰＳ．竹ちゃん元気、今年の冬一緒に滑りましょう。 
       ＰＭ ９：４０ ２６ｔｈ フジ原 
 

平成１年12月21日  

冬小屋シーズンが始まった。例年に比べて雪の降るの

が遅く、妙高国際第１リフト、第２リフトがともに運

休であった。私３２ｎｄ八重尾はスキーのできない副

将、３３ｒｄ鈴木と、5 時間もかかってこの小屋にた

どりついた。９：１５五八木荘をでる。（あとで気がつ

いたのだが、鈴木が靴箱の上にかぎを忘れてきた。）ロ

マンスリフトをへてゴンドラに乗る。連絡コースが閉

鎖されていたのでダウンヒルコースをつかってパノラ

マゲレンデに出る。ザックを背中に、両手にスキーを

持ちゲレンデを登る。暑い、汗がふきだす。しかしキ

ックステップのよい練習になった。鈴木、何度もボー

ゲンを試みるが転倒。あきらめて歩く。私はＪバーに

入ってスキーで雪をかためる。１３：００鈴木が間違

って下の方に降りたりとさんざんだったが黄色のポー

トにつく。林のむこうに小屋ｗからずスキーをはいて

入っていったが、新雪に足をとられて断念。荷物をお

いてラッセル。１４：００小屋に着く。そうこからワ

カンを取り出してもどる。ツボ足とワカンの練習にな

った。鈴木がつかれているのと、新雪がすごいので滑

落停止訓練は中止した。当初の予定では９：００にリ

フトに乗って１０：３０小屋着。ツボ足、キックステ

ップをやって昼食。午後キックステップ、滑落停止訓

練やろうとおもっていたので、ほぼ目的は達成できた

ように思う。むしろむみ固められているゲレンデで聞

くステップの練習が出来たのは最高の気分である。明

日になれは第１リフトは動き出すそうだが、第２リフ

トが動き出すのはまだ未定である。早く運転を開始し

てほしく思う。それと去年の夏から問題になっていた

柱は修理されていた。（戸袋は修理されていない） 
高瀬へ。キックステップとツボ足とわかんをやった。 
滑落停止訓練は新雪が、しまってからにしたほうがい

い。 
 

平成1年12月22日 

ケチのつけはじめは朝時計を忘れてしまたことだ。サ

ンアントンにおみやげを持ってギャルと友達になった

までは良かったが・・・・。高速第2リフトが動かな

いので、まだ金をケチって一日券を買い、杉ノ原ロマ

ンスリフト→第1リフト→第2リフト→第3リフト→

連絡リフト→Ｊバーと帰るはずだった・・・。１回ひ

ととおりながして 40 分。ひではるのことを考えて＋

20分もあれば充分だと思っていたのだが・・・。 
3 時にサンアントンに乗る約束をして、出発したのは

よかったのだが、１／５までサンアントンでバイトす

るという姉ちゃんと（名前を聞くのを忘れた）一緒に

行くことにした。スキーを始めて3日目の彼女はなか

なかの腕前であったが、スピードが遅かった。しかし

判断が甘かった。自分に対して、大きく反省し、今後

2 度とおこわないようにしなければならない。第３リ

フトの人間は冷たい。まだリフトが動いているのに「４

時に終わりました」といとも簡単に答えてしまう。今

日はナイターもなく、最悪の場合第１リフト（国際）

に乗り、歩いて帰ることでも出来なくなってしまった。

結局サンアントンの人々のご厚意で小屋まですニーモ

ービルに乗ることも出来たし、スノーモービルを使っ

ての雪上スキー（？）もやらせてもらった。最高にお

もしろい。ただ時々急激に引っ張られるので女性には

おすすめできない。しかし、人不足によすサービス不

足が目につく。五八木のおじさんの話によれば、まだ

ら尾にスキー場が出来てそっちに人が行くので人手不

足なのだそうだ。今日で2人だけの小屋が終わる。明

日になれば騒がしくなるだろう。一人で来たいと思わ

ないが、２，３人でのんびりするのもわるくないだろ

う。ひではる好みの女の子はアンパンじゃなくて、大



福の様な女の子だそうです。   
３２ｒｄ 八重尾 

 

平成1年12月22日 

昨日小屋に入り本当は明日帰るつもりだった。でも小

屋も今のところそんなに寒くないし、冬小屋に来てか

らあまりいいこともないので1日延ばそうかと思い始

めてしまった。こんなに雪を目の当たりにするのは初

めてのような気がする。とにかくきれいだと思った。

寒ささえなければ一日中眺めていても飽きないだろう。

明日、小屋へ歯家得人達は今頃上野駅でびーるでも飲

んでいるんだろう。明日からはにぎやかな小屋になる

だろう。今日初めて小屋に来て晴れた。朝日に輝く雪、

妙高山は現実のものとは思えなかった。 
もう1日遊ぶか（遊べるだろうか？）仕事をとるか！？

サンアントンのお兄さんはとても新雪だった。なんと

なく雰囲気が時任三郎：24時間戦えますか！！ビジネ

スマン、ビジネスマンＪａｐａｎｅｓｅビジネスマン、

に似てると思ってしまった。夏道についているスノー

モービルの跡は五八木荘の人の小屋に人が入ったとき

のものだと思います。（昨日はなかった。）ＹＷＶの小

屋までのものは今日送ってらったときのものです。歩

きやすくなったのをサンアントンの人達に感謝して歩

いて下さい。機械化時代の到来でしょうか？まだ、Ｐ

Ｍ１１：３０ですが頑張って起きてまする。気もしな

いので寝ます。また明日残るかどうかは起きたときに

決めることにして。ふーっ。またあとで・・・。 
おはようございます。結局今朝は 12 時頃寝てしまい

ました。で7時頃起きて今朝食を食べていたところで

すが・・・・。嫌いなのがないので全部食べました。

外はガス、前の見えないスキーもまた楽しいものなの

でしょうか。 
 

平成1年12月23日 

八重尾――――。お前もえらくなったなあ、えーー。

サンアントンの一件は大御所を大激怒させてしまった

ぞ。              大御所のしたっぱ 
 

平成１年12月23日 

ケーキ持ってきた、あーつかれた。おかげでポール落

としちまった～誰か取りに行ってよ。 
                ３１ｔｈ Ｉｔｏ 
 
考えてみると現役としては最後の小屋になる。計９回

訪れた訳だが、まだまだ来たりない。でも次回は小屋

だろうな。できれば高妻にいくときにでも寄りたい。

いつになるかわかんないけど、高妻、乙妻には学生の

内にゆったりプランでいきたなーと思ったりする今日

この頃。皆様はいかがお過ごしで・・・・失礼。もう

いいや書くのは。アラームは何度聞いても新鮮な感動

をうける（目覚ましの事じゃないぞ）  
                ３１ｔｈ Ｉｔｏ 
 

平成１年12月23日 

今日も一日スキーをした。3 日前よりかなり滑れるよ

うになった。最後に高速リフト第2に乗って雲の上に

出たときはなにかわからないけれ嬉しくなった。今夜

は星もきれいだ。まだ小屋に残りたい気分だけれど、

帰らないとバイトの口がなくなってしまうのでしかた

がない。また近いうちに遊びに来たいと思う。合同執

行部のこれから小屋へ入る人達へ。雪上歩行は考えて

いるよりもかなりきつと思いますがケガをしないよう

にして下さい。 
雪ニモ負ケズ 寒サニモ負ケズ 
                 ３３キ すずき 
 

平成1年12月24日 

サーイレントナイート  ホーリーサーイト 
今日はクリスマスイブだ。シャンペンあり、ケーキあ

り、クリスマスツリーだってあるぞ。クラッカーもあ

る。しかし、午前中ずーっとシュラフで眠り午後は伊

東の雪かきの手伝いで少々疲れた。 
             ｐｍ  ３：１０ 岡野 
 

平成1年12月24日 

柱は丸々一本とりかえてあった。土台もコンクリート

でくずれた部分を塗りなおしてある。またその辺りは

板と棒で支えてあった（赤でかいた所）。除雪の際は要

注意。今日ほっておいたので雪が積もりすぎないうち

に見とくように。また、雪が解けたら梅雨入り前に防

腐剤を塗った方が良いだろう。増田、６月初旬に一緒

にこよう。       
３１ｓｔ  Ｉｔｏ 

 

平成1年12月24日     １０：２０ 

クリスマスパーティーが終わりろうそく前にみんなで

だべっている。パーティーの時は八重尾は「体の調子

が悪いからアルコールはちょっと」とシャンパンさえ

飲まない。その割には良く食う。来ない人（あそーさ

ん）の分チキンは食うわケーキは「3 人分食ったよ」

と福島に自慢するわであいつは相変わらずである。今

夜は何時に寝るのだろう。昨日はＡＭ２：００だった。 
                    おかの 
 



平成1年12月27日 

だー！！土生です。このノートにはまだ書きたいこと

ないけと他の人がいろいろ僕のことを書いてくれてい

るので、名前を知っている方もいらっしゃるでしょう。

この間の追いコンで０．Ｂ．となりましたが、また今

年も１２月２３日から来ています。本当は卒論が忙し

いのですが小屋を愛する一部員としての意地（僕はそ

れを“男気”と呼んでいる）で、また早々に小屋に入

りました。現役で最多回数、泊数を誇っているので今

はもうなにも仕事をしないでいい神様になています。

今回からＸＣスキーも始めました。卒業後もあそびに

きたいと思っています。 
              ３０キ  土生達也 
 

平成1年12月31日 

紅組優勝、今午後１１時４５分、除夜の鐘を聞いてい

ます（ラジオ）。昨日１０人が帰り急に寂しくなるのか

と思ったけど今は９人で年越しそばを食べています。

年越しメンバーは２５キ高橋さん、２８キ梅田さん、

２９キ関さん、船本さん、３０キ笹倉さん、山田さん、

３１キ松尾、そして梅田さんの後輩で土生さんの高校

の時の同級生でじいさんの友達という杉山さんと弟さ

んで楽しく過ごしています。現役部員は自分一人だけ

なので使われまくっています。さっき１２時の時報が

鳴りました。笹倉さんの初ヌード（今回は下も）なん

か見てしまい、見たくもないものを見てしまったこと

を後悔しています。 
 今年も最初に会う人があなたであるように・・・・

とユーミンのＨＡＰＰＹ ＮＥＷ ＹＥＡＲを今聴い

ていますが、私の場合は上記の８人です。 
１９８９年はどんな年だったのか、今年一年はやはり

心に期待する物があります。９０年代、１０年後の虚

位の今頃はどうなっているのでしょうか。その時は３

１歳。とにかく今は４ヶ月後に２２になることが気に

なっています。いい加減にしなければならないことも

あります。小屋日誌９０年代の最初をこんな文章にし

てしまいした。皆さんにとっても良い年になることを

願っています。     
３１期  松尾真治 

 
長年の悲願であったカップラーメンを食いながらゲレ

ンデを滑るのをいよいよ決行する。でもころむかもし

れないから一応朝食をとっています。 
 

平成2年１月３日 

ＡＭ ７：３０、２５秒 
今日で８日目、あっという間の一週間でした。今シー

ズンは１２／３１ころから新雪が降ってスキーのコン

ディションは上場だった。あと１カ月くらいひよって

いたい気もするが、まあ次は春のお楽しみにしましょ

う。 
今年の目標 
１，脱ゲレンデ  ２，剣に登ること（ピーク３度目）  

３，剣に乗ること（寝台車） ４，１０ｋｇやせるこ

と（とてつもない計画）   
３０ｔｈ  笹倉 

 

平成２年１月５日 
あっという間の１０日間でした。そろそろ下界に戻ろ

うかと思います。この苗名小屋にはまだつぶれてほし

くない。まだまだ頑張ってもらいたいと思えただけで

も良い冬休みでした。ただ当初の予定と違って自分の

中で現実逃避の場としてしか位置づけられなかったの

は情けないものです。次は春に来ます。その時にはＹ．

Ｗ．Ｖ．オリジナルカレンダーを持ってくるのでどう

ぞ使ってやって下さい。 
増田へ、燃えるゴミは温度計の下にかためて置いてあ

る袋全部、生ゴミは「燃えるゴミ」と書かれたところ

の箱の前の黒のビニール袋、宮崎さんのウォークマン

とスピーカー忘れずに持って帰って。木村もみじまん

じゅうぎちそうさま。原、沢山もらって帰るよ。 
                 ３１期  松尾 
 

平成2年１月６日 

新年あけましておめでとうございます。宮崎と茅野で

別れて１人で来ました。途中１２：００頃サンアント

ンによったものの誰もいなかったので、小屋に１：０

０頃入ったのだが、だれもいない。本当に今日小屋に

人はいるのだろうか。正月は宮崎君と北八ツ岳にいっ

ておりまして、その山行ではセパレーツ上下のスパッ

ツ、オーバーミント着用の完全装備で寝るときもこの

姿だったのに、今日は山シャツとセパレーツだけで大

汗をかいて小屋まで来た。ここは本当に暖かい。しか

し、早く増田達もどってこないなか。ひまだ。 
          ０Ｂ（元３０ｔｒｈ） 下出 
 

平成2年１月８日 

ＡＭ８：００  気温―７℃  天気快晴 
残っている食、モチ、ラーメン×３、かま飯の元×１、

カレーのルー×１、そば×２，御茶付けの元、きなこ

すべて米びつの中に入れてある。早く食べるように。

昨日は１人で泊まった。静かな夜だった。小屋で一人、

何か思わん。春にもまた来たい。 
                   下出直孝 
 



平成2年１月27日 

去年に引き続き、１月下旬の除雪作業をした。今年は

経済の就職が遅い為、参加した訳だが一週間降りっぱ

なしで雪の量が異常に多い。んで、、去年の春小屋同様

足がつってしまった。相変わらず寄る年波には勝てな

い私である。 

再建の話しがちゃくちゃくと進んでいるがこの古屋
こ や

も

まだまだすてたもんではないと来るたびに思ってしま

う。執行部は引き継ぎしちゃったけど小屋の仕事は引

き続き増田とやるつもり。もし再建するならログハウ

スがいいなあと思ってしまう今日この頃。さむくて字

がかけねーよ。かいてるけど。 
        ３１ｔｈ 元小屋委員 伊藤明広 
 

平成2年１月28日 

今、ＡＭ６：５０頃です。一人で仕事してます。（冬小

屋ではよくある風景）昨日は生まれて初めて雪かきを

しました。雪の多さには驚きましたが、楽しかったで

す。何十年もＹＷＶの人達がこうして毎年雪かきをし

ているおかげで、小屋があるのだと思うとまだまだこ

の小屋には頑張ってもらいたいと思います。次は遭対

合宿３／５にまた来ます。 
 

平成2年１月28日 

帰ろうと思ってもあいかわらず雪が降っている。雪の

降る中を下まで歩いていうのがマジでつらいろいうの

に・・・。考えてみれば雪のある時期、スキーを小屋

に持ってきたことがない（雪のない時期もないけど）

歩いて小屋に入り、４～５日いるなら誰かのかりて１

回くらい、帰りもまたまた歩きというパターンが多い。

ワンゲルに私が滑るのを見たことがない人が多いわけ

だ。結局スキーは買わずじまいでワンゲル３回目の冬

も過ぎてしまう。それも又よき哉ってもんだと思うの

もそろそろ・・。ちなみに下から通して歩いたのは４

回目なのであった。３０ｔｈ宮崎氏いわく「おまえも

ジギャク的なＭだな」土○氏じゃねーんだから。とに

かく帰ります。 
○生さんごめんなさい     

３１ｔｈ  Ｉｔｏ 
 

平成1年１月28日 

今回は長期の休みを利用し（長野県の小中学校には寒

中休みというものがある）友人のイラストレーター磯

君と共に入りました。ここ数日の豪雪で小屋が埋まっ

ていたらどうしようと思っていました。現役の方々が

雪下ろしをしてくれたようで、苗名小屋は大丈夫のよ

うです。ごくろうさまでした。今回はテレマークスキ

ーで来ました。していても、急斜面でもへっちゃらっ

ですね。第一リフトの下からサンアントンまで直登し

てきあｍした。明日は磯氏と共に京大ヒュッテまでハ

イキングに行って来ます。 
２６キ、ガメ原、川辺、なつかしい名前を前のページ

で見つけました。（大村君も！）みんあ元気にしている

か～い？おどろいたのは２５キのミッチが正月に入っ

ているという。すごいですねー。ガッツありますねー。

私も来るつもりでしたが、都合で来れなかったんです。

ミッチコちゃんごめんね。   
                ２５キ  竹内 
 

平成2年１月29日 

今頃経済のやつらは卒論を必至に清書していることだ

ろう。提出期限はあさってなのだ。そういう私も経済

４年だが雪かき隊として１２月２３日～２７日に引き

続いてやってきた。こうやってのんびり生きてていい

のか。いいのだ。２７日に小屋に入る前数日は大雪で

信越線も不通になった程だった。ゲレンデスキーおよ

び徒歩で小屋に来た者はラッセルが大変だったが、テ

レマークスキーでやってきたわたしはせいぜい足首ま

でしかもぐらず、新雪時の移動手段としては絶大な威

力を証明した。２７日は１２字からリゲインを飲んで

雪かき、２８日はこたつで寝ていて、突然ガラッと戸

が開いたので反射的に飛び起きたらそこに立っていた

のは懐かしや１年ぶり再会の竹内さんだった。今回は

友人の磯さんともどもテレマークで小屋に３台のテレ

マークが並んだ。これはおそらく小屋史上初の快挙に

違いない。今年は４月から５月にテレマークを利用し

て火打に登りたい。その為にはしっかりしたスキー技

術が必要なんで、またそれまでには小屋を使って練習

しよう。春また来よう、じゃあね   
３１ｔｈ  増田 

 

平成2年１月29日 

ＰＭ７：００。昨日小屋に入りました。ワタクシ部外

の磯というものです。１２月２７日～１月３０日無理

矢理仕事の調整をつけてやってまいりました。２５キ

の竹内ビッグティーチャーに連れてきてもらいました。

竹内ビッグティーチャーはワタクシにｔってテレマー

クの先生なのであります。生まれて初めてテレマーク

というものをやりまして、この小屋までてくてくやっ

てまいりました。いや～なかなかむずかしもんですね。

竹内ビッグティーチャーは１９８９の夏、北海道で出

会いました。それ以来おつきあいさせてもらっていま

す。そして今回竹内ビッグティーチャーにそそのかさ

れてテレマークスキーを買うはめになり今に至ってい

るのです。このような小屋は初めてなのですが来る前



に思っていた印象とだいぶ違っているのでおどろいて

います。まず第一にとても清潔な所だと思いました（自

分の生活を基準として）ふとんもたっぷりあるし快適

快適！東京の生活では（自分だけど）冷蔵庫もないし

ふとんも毛布も１～２枚でだけ、すきま風ビュービュ

ー。この子やのほうがあったかく感じる！こんなこと

いうととんでもないところに住んでいるように思われ

そうだけどごく普通の平均的なワンルームです。見た

目はまあまあだが、建造物としてのつくりがいいかげ

んと申しますか。とにかく快適空間ですね。ここは。

今年も１カ月レベルの休みを２回ほどは取りたいもの

です。それにはがんばって働かなくちゃな！がんばろ

うっと！それと現役の宮崎さん、増田さんいろいろど

うもありがとう。あさってから仕事だ、がんばるぞー

ーーーーっと！Ｓ３７年生まれで中野区在住の磯良一

でした。チャンチャン。 
 

平成2年２月３日 

東京が大雪だったので、小屋は大丈夫だろうかと思っ

て来てみたけれど、トレースも少し残っていて思った

より簡単に小屋に入れた。小屋の屋根の雪もほとんど

なく本当に驚いた。先週、雪下ろしを現役の人達がや

ってくれていたんだね。どうもご苦労様でした。お陰

で今晩は非常に快適に過ごしています。最近、小屋で

テレマークスキーが流行っているようだけど、山スキ

ーもなかなかいいものだよ。２４キでは丸山、岡田、

と僕が持っていて簡単なところを年に１度くらいは滑

っています。５月の妙高火打あたりは、なかなか楽し

いですよ。荷物を持って行動できるので、１日かかり

で登って一気に下りて来る快感を味わうことができる。

ただし荷物を持って滑ることは出来ないので、今は日

帰りで楽しんでます。今日はアルペンスキーで来まし

た。明日は赤倉でも行ってみようと思っています。 
                ２４キ  早川 
 

平成2年2月4日 

昨日彼女にふられた早川と小屋に入りました。2 年ぶ

りの小屋なので飲み明かそうと思ったのに不覚にも２

０：００に寝てしまい、今起きたら１０：００だった。

今日は赤倉へ行って新しい傷手ビシビシ滑ろうと思っ

たのにこれでは、サンアントンへ寄ってビール飲んで

帰るしかない。しかし野郎2人の小屋ってのはしょー

もねーもんだ。今年の年末は冬山に行くのをやめて小

屋に来ようかと考えていている。もう体力もなくなっ

てきたし、現役のお世話になって小屋で遊びたいもん

だ。酒くらい持ってくるからよろしくお願いします。 
               ２４ｔｈ  丸山 
 

平成2年3月11日 

金はないのでせめて時間くらいはぜいたくに使おう。

のんびりと小屋で過ごそうと思い小屋にやってきては

や 10 日目になろうとしています。雪上ツアーエスケ

ープは残念でしたが、なかなかおもしろい日々でした。

スキーに関しては山スキーをある程度ゲレンデで練習

しておかなくてはと思いつつも昼すぎになると疲れて

その辺に腰掛けるかサンアントンに行くか、小屋に帰

るかであい変わらず1日券無駄になる事が多い私のス

キーです。しかし宮崎産（３０ｔｈ）のテレマークを

見て、自分もかかとを挙げてテレマークターンをやっ

てみたが、あれはおもしろい。曲がれるようになるま

で苦労したがターンができると実に気持ちの良いもの

です。宮崎産のテレマークスキーが少しうらやましく

なります。 
今晩は増田と2人で先ほどから強くなり始めた風の音

とブタピカのガスの音以外何も聞こえない久しぶりに

静かな夜を過ごしています。明日の晩横浜に帰るつも

りです。３２，３３期の皆さん、合宿中にお邪魔して

悪かったね。でも追悼会とか色々といいものを見せて

もらったり、楽しませてもらったりどうもありがとう。

次はいつここへ来ることになるのかな。秋頃にドライ

ブに来てみたい気もするけど・・・・。それではまた。 
                ３１ｓｔ  松尾 
 

平成2年4月1日 

３／１１に続いて松尾です。苗場山のスキーの帰りに

寄ってみました。昨日の苗場山は強い風と雨でピーク

までいけず引き返してきましたが、初めての山スキー

なのでやることすべて新鮮でおもしろかったです。真

っ白な稜線をシールを付けて登ったり、誰も滑ってい

ない斜面を吸い込まれるようにして滑ったりしたこと

は忘れがたいものです。今日の妙高国際ゲレンデはも

う下半分は滑走不可能で第1高速リフトも動いていま

せん。杉の原も同じで、結局途中から歩くか一番上ま

で言って下りのゴンドラに乗らなければ下まで戻れま

せん。今日は天気も悪いのでサンアントンに寄ってさ

っさと降りて妙高温泉にでも行って帰ろうかと思いま

す。       
３１期  松尾 

 

平成2年4月30日 

今日は松尾さんの誕生日だそうで 22 歳おめでとうご

ざいます。のりくらはどうだったのでしょうか。伊藤

さん五八木でもらったたくあんと残ったビールをおい

ていきます。     
 ３３キ  鈴木 

 



平成2年4月30日 

伊藤へ  なんでもねえ    ３１ｔｈ 増田 
 じゃあね ＯＢと仲良くね！ 
 

平成2年4月30日 

快晴。じゃあ。伊藤さん お元気ですか？ 
３２キ タカセ 

陽水のマネじゃあねーだろうなまさか！！ 
 

平成 2 年 5 月 2 日 
曇り。おおお。高瀬、元気ですよ。なんだかいきなり

交換日記みたいな書き出しになってしまった。4 年に

もなってなにやってんだろうオレ・・・。只今７：２

０。ストーブに石油を入れ、フトンを敷いてひと息つ

いたところでこれを書いている。はいってまず目につ

いたのが一部乱雑につんであるフトン。次に隅っこに

ころがっているパイの実の空袋と大量の綿ゴミ。極め

つけはフタがあきっぱなしの米びつ。アイツらなに考

えてんだ、とブチブチ言っていると“伊藤ＳＡＭＡ”

と書かれた紙袋が目についた。中にはビールと食い物。

あ～りがたや、ありがたやあ・私がかたづけといたよ

ん。笹ヶ峰まで行くバスは６／１０からとゆーことで

杉ノ沢までバスできてそこから歩こうかと思った。が、

夜行明けでこんなことできるほどのパワーも根性も昨

年のＬ養で枯れ果ててしまった。私は財布と相談して

タクシーで小屋まで来ることにした。代金3100円也。

小屋に一人で来るもんじゃねーなと金を払ってしみじ

み思った。     Ｐ．Ｔ．Ｏ． 
故に（？）五八木のおじさんのところには寄っていな

い。２５ｔｈの人が寄ってくるんじゃないのかな、た

ぶん。ウワサ通り本当に来ればの話だが。ところで井

戸のフタの穴をふさぐととんでもないことになるゾイ、

ゾイ。とりあえず横浜で買い込んできた食料がつきる

までいようかと思う。何の為に一人で小屋に来たかは、

追いコンの打ち上げのときにでも語ってあげよう。 
               ３１ｓｔ  Ｉｔｏ 
 
やっぱ、寒みい～～～～～～～ ３１ｓｔ  Ｉｔｏ 
 

平成2年5月2日 

ドラム缶に石油がない！！夜はまだまだ寒いというゆ

ーのに・・・・も、帰ろかな。ウソだよ～ん、石油は

ホント。河上、専用メンツ持ってきてくれてＴｈａｎ

ｋｓ.              
 ３１ｓｔ Ｉｔｏ 

 

平成2年5月2日 

前号の小屋日誌をみた。最後に書いているのがナンと

2 年の時の私であった。大笑いする程臭い文面。あの

ころは若かったなあ、ふう・・・・。 
 
平成2年5月3日 
話す相手がいないとついペンをもって日誌に向かって

しまう。ラジオに向かってブツブツ独り言をいったり

怒ってたりするよりは良いと思う。 
今朝仙人池でカルガモのつがいを、昼には笹ヶ峰牧場

でツグミのつがいを見た。発揚期のこの時期はつがい

でいる姿をみかけることが多いそうだ。ついでに年中

発情期の人間のカップルも（含：♀＆♂、♂＆♂のみ

ならず）よ～～みかけた。快晴の休日ともなれば当然

だろうが、それにしても雨と予想されていた今日はこ

んな良い天気になるとは嬉しい誤算であった。 
Ｐ．Ｓ．増田へ、良い情報がはいったゾ 
               ３１ｓｔ  伊藤 
 

平成2年5月4日 

3 日目の夜になって気がついた。米びつの周りでねず

みがガサゴソとうごきまわるのは１９：１０きっかり

である。本当は１９：００と決めているのだが、住み

ついている小屋がワンゲルの小屋であるだけに、部会

でもなんでも集合、開始が 10 分程遅れるワンゲルタ

イムがここのねずみにも染みついているためだ。と大

胆な仮説を立ててホクソ笑みつつ3日目の夜は更けて

いくのであった。あ～あ  
 ３１期  いとう 

Ｐ．Ｓ未だ２５ｔｈの人々は来ず。 
 
平成2年5月5日 
持ってきた「後宮小説」を読んで過ごす。 
かしわもちが食べたい。   

３１キ  イトウ 
 

平成2年5月6日 

一通り掃除を終えたところです。天気がいいのでまた

笹ヶ峰までいってこようかと思います。そういえば５

／３に採ってきたキノメやコゴメは大変おいしかった。

とりたての旬の味は何物にも勝るものです。やはりき

て良かった。夏小屋の時ひょっとしたら５月下旬にま

たきます。一人で２ページもつかってスミマセンね。 
                 ３１期  伊藤 
Ｐ．Ｓ.アスファルトを突き破ってのびてきた竹の子を

みた。なにやら感動。高妻、乙妻はやっぱり格好いい。

是非一度・・・・帰ります。 
 



平成2年5月25日 

昨晩11時に部屋を出た。 
鈴木秀治（３３ｒｄ）をそのまま小屋につれて行こう

かとしたが「いやだ～」と泣き叫ぶので東京に置いて

きた。小屋に着いたのは朝6時、外はガスってる。と

にかく伊藤におそわれないようにきをつけるぞ！あー

ショック戸袋直そうと思って持ってきた板、はめてみ

ると２ｃｍほど幅が足りない。全くよお。 
 
平成2年5月25日 
性懲りもなくまた来てしまいました。今回は梅雨入前

の小屋整備の新しい柱の防腐剤ぬりと雨戸の戸袋修理。

新緑の笹ヶ峰はやはりイイ。留守本（新練二次）の人

達の分まで楽しんで帰ろう。  
３１ｓｔ 伊藤 

 

平成2年5月25日 

柱の防腐剤ぬりと雨戸の戸袋修理完了完璧！ 
よって 名誉小屋委員長 ３１ｓｔ増田高康 
    名誉小屋委員  ３１期 伊藤明広様 
仕事も終わり小屋周辺を散歩する。ワラビが食べ頃だ

ったのでひと握りほどとってきた。今夜もまた、旬の

味が食卓を飾る。小屋の生活の良さを実感。 
              ３１ｓｔ  Ｉｔｏ 
 

平成2年5月27日 

昨日は戸隠、黒姫高原に行ってきた。ここにきて、小

屋に仕事しにだけできてすぐ帰るのは大馬鹿者だとし

みじみ思った。初夏や秋は最高だと思うので、余裕を

もった日程で小屋に来て是非一度は訪れてほしい。途

中で留守本している松尾に電話して自慢してしまった。

高気圧に感謝。 
 新練二次はどうなってるだろう。今日は一年の歩荷

日、元気でやってるだろうか。昨夜の雪は大丈夫だっ

ただろうか。などと心にもないことを書いててもしょ

ーがないからもう帰ろう。今回は苗場をまわって小諸

から小海線沿いに行こうと思う。増田がそっちいこう

と泣いてたのむのでそうすることにした。今日も天気

がいいから、苗場や浅間、八ツ、南アが綺麗にみえる

ことだろう。男二人じゃなかったらもっと最高なのに。 
               ３１ｓｔ Ｉｔｏ 
 

平成2年8月1日 

旅館の帰りだ？一泊することにした。なぜか食べ物が

おいてあった。水くみまで車でいった。なかなか古び

たこやデスねえ。たたみはよごれていたり、さびてた

り、クモがうじょうじょいたり、イヤデスネえ。星は

みえるだろうか。日誌をよんでいたせーか、古いあの

ものおきを思い出してしもうた。やっぱりすずしいく

らいの部屋です。番ちょーがいたら楽出来なかったで

しょうねー。スキーツアーのこと旅館で聞きました。

本当にありがとうございました。そ父とそ母の二人を

残して五人できました。春に来よう？それとも冬がい

いかと考えこんでいます。何だか大草原の中の小さな

いえみたいにも見える初めて山小屋に泊まったのだろ

うか、周りは林と小さな小屋が２つ。やそうばかりの

所です。ちょっと楽しいウグイスの声もきこえてきま

した。おもしろかったですよ。夜は星見れるといいで

すね。ではさようなら。（３年９才 娘のまりこです） 
12期の山下です。ちょうど１０年ぶりにこの山小屋を

おとずれｍした。この山小屋が出来た年の一年ですの

で、特に愛着があったですがいろいろな世のしがらみ

で10年も来ることが出来ませんでした。この10年結

婚もし、子も3人が生まれ、私が青春時代に経験した

山小屋の生活を1日でもいからこの３人の子供達に経

験されたくまだ早いかなと思いつつつれて来ました。

幸い、３人は父親の作ったカレーライスを「うまい、

うまい」と食べてくれ父親の幸せを感じている所です。 
 

平成2年8月13日 

久しぶりに小屋へ来ました。うらの雨戸をあけて入り

込みました。家族三人づれです（夫、子供、良平３才）。

昔とかわらぬ匂いにほっとはしたが、このノート全然

しらない人ばかりで月日のたつのをかんじました。又

いつか、これますように。現在横浜市立下和泉小の４

年担任です。   
１９ｔｈ 小松真弓（旧姓中村） 

 

平成2年８月３０日 

今年も夏小屋が無事終わった。天気も良かったので仕

事も予定通り終わらせることができた。春小屋ならま

だしも、夏小屋の後残る人も少ないだろう。木村は今

日急行妙高で帰るといっていたが結局泊まるはめにな

り今は寝ている、、当分酒は飲まないそうだ。明日の朝

は４時に起き、駅まで歩き７：１６の列車に乗るつも

りです。直江津で海を見て帰ります。今度は冬小屋、

雪をかぶった小屋をみるのが楽しみだ。ついでに早く

スキーがしたい。では、また。 
 
妙高ＰＷメンバーへ、天気予報では、９／２３，２４

の妙高は大雨だそうです。でも雨にもめげず気を付け

て楽しんできて下さい。ちなみに奥秩父地方はド快晴

○      ３３キ鈴木 
 

平成2年9月23日 



上の鈴木の文を読んで大笑いしてしまった。９／２２． 
２３妙高は鬼晴れ。奥秩父は5日間台風１９号の影響

で中止。故に・・・・・。 
金峰、瑞籬の平メンだった私は今ここに来ている。 
今回は駅から小屋まで２時間かけて歩いてきた。何故

そんなことをしたのか本人も理由を知らぬ。唯・・・。 
駅から２ピッチで来るほどの気力と体力がまだあるの

だなということにほくそ笑んでいる。 
               ３１ｓｔ Ｉｔｏ 

平成２年9月24日 

1 年ちょいぶりの山小屋です。今回は次の４名で参り

ました。２２キ 鴨志田 岳志 
    ２４キ 鴨志田  
友人で武蔵野美術大学Ｗ．Ｖ．ＯＢの市川重範氏、市

川久子さんです。 
22 日（土）の夜新宿を発ち、23 日（日）未明２：０

０頃、苗名小屋着、仮眠のあ 23 日（日）朝から火打

山（高谷池経由）をピストン日帰り、湯型苗名小屋泊。

２４日朝、帰途につきます。 
誰か現役かＯＢが来てるかなあ、とは思っていました

が、火打ちから戻ったら３１キイトウ氏が、小屋の 1
階で寝ていてちょっとびっくり。ちょうど妙高Ｐ．Ｗ．

があって現役の人達も来るかもしれないということで、

待っていたけど、全然来る気配無し。もう帰ってしま

ったんだろうと思っていたら、10時近くかな、突然ガ

ラリで、またまたびっくりです。 
今回一緒に来た市川さんご夫婦は奥方が私の前の会社

の同僚で何でも武蔵美の山小屋が移築中とのことで、

はるばるお連れした次第です。大学が違っても、共通

することは多くあり、面白い物ですね。山小屋再建等、

もし資料とか要るようでしたら、参考になるかもしれ

ませんね。 
さて、火打山は現役 1年の女子Ｗで 1980 年に来て以

来、4 回目でしたが、空きは初めてで紅葉の美しさに

びっくりでした。高谷池と天狗の庭はほんとに何度来

てもいいところ。このあたりは中高年登山者、それも

やたら女性が多いのが目立ちますね。火打ちのピーク

は日本海側がやはりガス。 
現役の皆さんを見ているとよしよしワンゲルも頑張っ

ているなってというのが、ひしひしと伝わってうれし

くなります。またお世話になることもあるでしょうが、

ひとつよろしく。それではまた、そのうち。 
             ２４キ  鴨志田周子 
 

平成2年9月25日 

時期的に早いから紅葉の笹ヶ峰が見れなかったのは残

念だったけれど、ナナカマドの赤い実に色どられた小

ピーク（展望台）からの眺めは絶品だった。秋の小屋

もまた素敵だ。 

鴨志田さん市川さん、妙高ＰＷのみなさんごちそう様

でした。23日の晩は楽しかったです。いつの日か、ま

た来ます。 
               31期  伊藤明広 
 

平成2年1月31日 

横浜から一人バイクで来ました。寒い。体中がふるえ

る。寒さのせいです。そう寒さの。決して真夜中に一

人でいるせいじゃありません。外で物音がしてい

る。・・・ここから一番近い人家まで何分かかるだろう。

ちょっと後悔している。   
              ３１ｔｈ 竹沢 智 
 

平成2年１１月4日   雨 

上越市より来ました。メンバー、オヤジ、カアチャン、

娘3人（小５、小１，保育園年少組） 
これより乙見山峠を車で越えて、小谷温泉に漬かりに

行く。ドライブのみで山歩できず残念、紅葉はきれい

だね。スカイライン３０周年号全部読んだ。楽しかっ

た。   
  鈴木道夫  14期 

 

平成2年11月9日  あさ８：００ 

はじめて小屋に来ました。部外者です。ジイさんの友

人です。ジイさん他5人で今朝着きました。 
 うわさには聞いていたものの、まだ 11 月初旬だと

いうのにこの寒さ！！ペンを持つ手がこおる・・・。

「夜のさむさは、こんなもんじゃない・・・」そうい

われてもさむいものはさむい！！ 
でも、こんないい小屋だとは思わなかった！ 
1泊だけですが、お世話になります。 
         ３１期ジイさんの友人  寺見 
 

平成2年11月10日 

一人でしんみりと、妙高山でもやりながら今後の身の

振り方でも考えようと思っていたがなぜかオマケが 4
人もついてきてしまっていた。ゆうべはひどい雨

で・・・・学園祭のカレー屋はもうかっているだろう

か。来年もこの時期に来てみたい。 
３１ｓｔ  まつだ 
 

平成2年12月22日 

去年初めて冬小屋へ来てから、ほぼ1年降りに再び冬

小屋へ来た。本当は 25 日に来るはずだったが、どう

ーしても早く来たいという思いが抑えられず、早々と

今年も先発隊として来てしまった。 



去年自分がこの小屋日誌に書いた文を見て少し驚いた。

今、読み返してみると自分で書いた物だとは思えない

気までする。この1年で知らず知らずのうちに、いい

意味では大人になり、悪い意味では純粋さを失ったよ

うに思う。これには合同執行部の中の一執行部員とし

てやってきたことが影響しているのだろうか・・・。

それはそれとして、昨年に引き続き今年の冬小屋も運

が悪い。まず一つ目は第2高速リフトの上まで行くの

に３回もこけてしまった。ついでに空荷で、第２高速

リフトの乗り場の手前でこけはずれた板がこめかみに

ぶつかり流血をしてしまった。おまけに診療所へ言っ

たら消毒しただけなのに1880円も取られてしまった。

もう一つおまけに時計が、1時間半も進んでいたので、

３：３０に待ち合わせした福島が、４：３０になって

も来なくて事故にでもあったんじゃないかとしなくて

いい心配をしなければならなかったこと。とにかくつ

いていない。もー帰ろうかなとも思うけど、やっぱり

夜、降りしきり降り積もる雪がみたい。あーあ、今年

は何日に帰ることになるのやら・・・。あ、まだあっ

た。なんと練炭を入れる入れ物が上下に割れてしって

いて使えないことはないが、空気こうなんておかまい

なしのいつでも全開バリバリ状態で暖かいのはいいけ

ど熱いのは困る。ただ、今９：３０ｐｍ。いつもなら

目のパッチリ開いている時間なのに夜行明けでスキー

を1日中やっていたため眠い。 
というわけで今日のところはおやすみなさい。 
                 ３３キ  鈴木 
 

平成 2 年 12 月 23 日 
昨日の夜中から降り出した雪が今日も続いている。小

屋日誌をつづけて書くのはなんだか日記をつけている

ようだ。日記といえば、まあこの話はやめておこう。

昼過ぎから薄日が漏れてくる。そして、杉ノ沢への買

い物へ行くと、下の方はすっかり晴れていた。スキー

場は下の方は雪がなくかなり土がみえている。第2リ

フトから上は雪量は全然問題ないが下の方がそんな様

態の上連休なので、人が多い。第2リフト乗り場は長

い行列ができている。明日も混んでいるだろう。今日

は去年から通して冬小屋で、初めて１０：００まで寝

ていた。去年は毎月のように日の出を見ていたような

気がするのに・・。現在１０：００ｐｍ。あまり眠く

ないけど福島は寝てしまったしすることがないのでも

う寝よ。明日は小屋で一日過ごすつもりです。 
                ３３キ  鈴木 
 

平成2年12月24日 

今日の日中は小屋に来てから初めて雪が本降りになっ

たが今はやんでいる。3 日も続けて小屋日誌をかくと

本当に日記をつけている気分になる。日記と言えば、

世、なあこの話はやめておこう。いぜんとして福島と

２人きり。その福島は朝からスキーに出てしまいはじ

めて1人の小屋となった。のんびりと仕事でもしなが

ら過ごすかと思いまず井戸を掘る。その後入り口の階

段を広くしてからワカンをつけて小屋の周りをうろつ

いていた。それからスキーにはきかえてまたうろちょ

ろしていると、宮崎産が小屋に来た。１回小屋に戻り

昼を食べると、新雪がだいぶ積もってきているのとス

キー場もあまり混んでいないと聞き少し滑りに行った。

そこで福島と村山に会った。新雪のおかげでけっこう

面白く滑って帰ってきた。今日は下の方は雪がないよ

うで高速第1リフトは止まっていた。今日は1日小屋

でのんびり時間を忘れて過ごすつもりだったけど（時

計を見ずに）宮崎さんが来たのと新雪のおかげで結局

スキー場へ足を向けてしまった。雪よかしもしようと

思っていたが妥協してしまった。 
小屋に来てからもう3日が過ぎようとしている。現在

4人。明日は 3人増える予定だ。初心者３人1年生の

滑りが楽しみだ。夜はふけてゆく。今は１０：４０ｐ

ｍ。一応明日が自分にとって今年最後の小屋になる。

早起きしなければならないので今日ももう寝ます・・・。 
                ３３キ  鈴木 
 

平成 2 年 12 月 25 日 
昨日いったんやんだ雪が夜になりまた降りだしあられ

になった。その雪も今日の午前中には粉雪に変わり昼

には晴れてきた。この雪もほとんどが上の方だけで下

の方にはあまり積もっていあんかったので、今日も第

1 高速リフトは泊まっていた。今日 1年生が小屋入り

して全部で７人になった。明日からは急に人が多くな

りそうで、やっと冬小屋も活気づいてくることだろう。

今晩で今年の冬小屋ともお別れ。明日朝一で帰るつも

りだ。4 日間静かな小屋で過ごし初めはずぐに帰って

しまおうかと思った。今はのんびりできて良かったと

思っている。4 日間一番つらかったのは、シュラフに

カビがはえていて臭かったことだ。それも今晩でお別

れだ。次は春に来ることになるだろう。 
                ３３キ   鈴木 
・連絡、小屋を最後に出る人は家具とスコップを数本 
    五八木に持っていって下さい。あとかたずけ

もしっかりお願いします。「飛ぶ鳥後をにごさ

ず」それから燃料関係はできるだけ節約して

下さい。 
宮本へ、ストックはおいておくので忘れないでもって

帰ってくるように。にぎるおところの下にＳ．

Ｈの字があるやつ。 
 

平成 2 年 12 月 27 日 
今日、宮崎（３０ｔｈ）笹倉（３０ｔｈ）松尾（３１



ｔｈ）久保（３１ｔｈ）と一緒に三田原山に登る予定

だったが、暴風、波浪警報発令そのた諸々の事情によ

り中止になった。しかも現役部員を下界までむかえに

いった笹倉、松尾がまだ帰ってきていないので（今，

Ｐ．Ｍ．６：４０）多少心配しながらここにいる。学

生時代とは違って時間があまりないのにこうしてした

ことができないのはとてもくやしいものだ。青春とは

うまくいかないものだ。    
３０ｔｈ  土生 

今、名古屋の駒形中学校で教員やっている。 
 

平成2年12月29日   ＰＭ １０：４０ 

27日に小屋に入りました。夏小屋につづいて2度目の

小屋です。こんなに沢山の雪を生まれて始めてみまし

た。よくわからないけど感動してしまいました。自分

の知らない世界ってまだまだたくさんあるなーと思い

ました。冬の小屋は何だか妙に落ち着けます。私は小

屋が大好きになりました。いつまでも建っていた欲し

い。    頑張れ 苗名小屋！！！！ 
今、土生さん宮崎さん松尾さんを中心に歌を歌いまく

っています。とても楽しい。こんな雰囲気が大好きで

す。 
明日には帰ります。90年もうすぐおしまい。 
来年はきっといい年にしよう！ 

３４期  小野恵美子 
 
この文章に、小野さんの素直な心に感動してしまいま

した。ホントに。素直に感動することが最近ほとんど

ない。 
２３キ、ムト、２５キ 竹 ３０キ田中も 

 

平成2年12月30日 

今日帰ります。今年の冬小屋は児湯が小屋締めとなか

なか早い終わりだったが、２６日朝から今日まで楽し

い５日間でした。山スキーという新しいことを初心者

ばかりで始めようとして、前半は充実していました。

三田原山は悪天の為、中止となり、池の峰で雪洞訓練

をしてはとんでもないものができあがりとそうまくは

いかなかったけれど、今後が楽しみです。昨日は朝の

んびりと起きて、午前中うだうだとしてその後１人で

笹ヶ峰まで行って来ました。私の求めていたのはこの

ような小屋の過ごし方です。そして今日も１年生諸君

が小屋の片づけを素早くすませてゲレンデへ行った後 
ＯＢ、３９ｔｈ土生氏、宮崎氏と共にストーブの回り

でのんびりとすごしています。何をするでもなくただ

こうしている時間が好きです。（私の場合、こんな時間

の方がはるかに多い、もっと少なくしろと言われたこ

とがあるが・・・）日常生活におけることについて、

山とか山小屋で考えを整理できると土生氏は昨晩言っ

ていたが、私も同感です。冬小屋、春小屋の場合、ロ

ーソクの灯とストーブのヤカンの音とギターの音色が

そのようなことに一役買ってくれていると思っていま

す。去年年越しをする際に書いた自分の文章を見ると

一年間があっという間に過ぎた感慨とまた今年も同じ

ような反省と目標が頭の中に浮かんでくる恥ずかしさ

がありあｍす。まあ謙虚さを無くしたらそれでおしま

いなのでこれでいいと思いましょう。 
１年生が沢山冬小屋に入ってくれたのは嬉しい気がし

ます。そして昨日まで色々と気苦労の多かった福島に

は感謝している。福島の働きに対しては同人ウーも高

く評価しています。では、次は１月の終わり頃か、３

月にまた会いましょう。 
              ３１期  松尾真治 
 
そろそろ出発する準備をしようかと思っていたら３０

ｔｈ下出氏と元３０ｔｈ田中氏がやってきた。なんと

下出さんはスキーウェア（白と緑）を着ている。「似あ

わねー」などと言っては失礼ですね。 
 

平成2年12月31日 

上に書いてある通り昨日田中と小屋に来た。男２人の

静かな夜かなと思っていた。すると夕方６時頃人の声

がする。「Ｔｈａｔ’ｇｒｅａｔ！」英語だ。少し緊張

する。だんだん声が近づいてくる。「Ｈｏｗ 

beautiful！」やばい。ここの小屋に来るくらいだから

ワンゲルのＯＢの日本人が一人はいるはずだと思い、

あいさつの言葉を考えておく。はいってきた。あ、２

５ｔｈの竹内さんだ。おなつかしや。今度は英語の外

人教師でも連れてきたのかと思えば、２３ｔｈの武藤

さんだった。この晩はにぎやかな夜になった。夜があ

けて朝。今度は２９ｔｈ福島さんが現れた。田中も今

晩一人で泊まることがなくなりよろこんでいる。社会

人ともなれば、ズルズルと小屋に滞在することもでき

ず残念である。武藤さんと竹内さんはテレマークで笹

ヶ峰に遊びにいった。福島さんはゲレンデに行った。

田中は小屋の中でぼうとしている。私もそろそろ帰る

ことにしよう。たった一泊だけだが楽しく過ごせてう

れしく思っている。それでは、よい年を！（年明け部

室 友垣へとつづくわけではない） 
 ３０期  下出直孝 

 

平成2年12月31日    夕 ５：２０ 

今日はひさびさの笹ヶ峰、そしてテレマークとここち

よい疲労感をおぼえています。それにしてもテレマー

クはもう少し練習しないといかんな。（まだパラレル系

の方がうまくすべれる）来年来たときに竹とカナダカ

ヌーざんまいＴｒｉｐを考えています。できれば、た

ぶん北極圏に近いＤｏｇ Ｒｉｖｅｒあたりをやりた



いと考えていますが、たぶん休みがそれほどとれない

ような。ジョーシアンベイ（ヒューロン湖の北部）で

ののんびりＴｒｉｐとなりそう。  
２３キ  ムトウ 

 

平成2年12月31日 ＰＭ １１：５５ 

ここで年を越すのは何度目だろう。今年は静かな年越

しです。今年もきっと忙しいだろう。だけどいい年の

取り方をしたなーと思う。 
              ２５キ  竹 

 

平成３年１月１日   ＡＭ ８：００ 

あけましておめでとうございます。はじめて小屋で元

旦を迎えたような気がします。１２／３０深夜１２時

半に秩父を出てずっと一人で車を走らせて来ました。

１２／３１早朝５時駐車場着。一眠りして８時ゴンド

ラにのって小屋到着。Ｊバー乗り場から小屋までのき

ついこときついこと。こういうときに体力のおとろえ

を感じます。昨日はよくすべりました。昨夜は紅白歌

合戦をききながら武藤さん竹内さん柏木さん、田中、

そして関、関の友達の計１０人で過ごしました。 
スキー場の雰囲気は５～６年前と比べてだいぶ変わっ

たけど、小屋とサンアントンのおねえちゃんはかわっ

てません。ほっとしてしまいます。 
冬休みは２週間この小屋スキーをはさんで前は草津、

後ろは滋賀に行く予定です。教員てのは休みが多くて

いいねえというとほかに教員やっている人におこられ

そうです。 
小屋で現役の皆さんにお会いできなかったのが残念で

す。武藤さん竹内さん同様、小野さんの文章に感動し

てしまいました。素直に感動する心はいつまでも忘れ

たくないですね。 
最後に、関君の要望にお応えして連絡先 
〒３６８ 秩父市日野田町２－２３－５－１０４ 
Tel ０４９４－２５－１８８９ 
              ２９期  福島昌彦 
 

平成3年１月１日   ＡＭ ８：３０ 

はじめての冬小屋でしかも年越しであったのですがと

てもマンゾク。本当に前の小野さん同様単純に純粋に

よかったなーと思っています。 
元 ３９期 田中 

いやお前の目はにごっている。  
３０ｔｈ  土生 

 

平成3年１月２日    ＰＭ １０：１０ 

今日は柏木と２人だけの小屋泊です。 
６：００から酒を飲んでいるのですが柏木がダウンし

てしまい仕方なくうどんをつくっています。それにし

ても久し振りの苗名小屋はほとんど変化無く小屋周辺

も６年前と全く同じで感動しました。柏木が“ハング

リーなものが無いと向上しない”などとのたまわって

おりましたが確かにここには寒さと共に我々の原点の

一つがあるような、そんな気持になっています。現役

の皆様に感謝します。 
                ２５キ  高の 

 

平成3年１月３日   雪 ＡＭ ９：００ 

９０ １２／３０～９１ １／３初めて小屋で年を越

しました。１２／３０はいきなり１６：００の最終リ

フトにぎりぎりでお乗り遅れ、サンアントンから２時

間かけて歩いてきました。コノヤローリフトのおやじ

め！私も何年ぶりのなえな小屋ですが、ゲレンデの様

子やリフトは随分変わっていました。それでも小屋の

回りは以前とちっとも変わっていません。自分が現役

の頃をふと思い出します。今年はついに学部に入学し

て１０年目の年を迎えました。１０年ひと昔と言いま

すが、１０年たってもあまり変わりませんねえ。しか

し、ワンゲルにはいり山に登った経験はなかなか貴重

なものです。この小屋も現役のおかげでよく整備され

ています。ごくろうさま。今シーズンはできればもう

１回、小屋に来たいと思っています。 
               ２５ｔｈ  柏木 
 

平成3年１月４日    天気 雪 

明けましておめでとうございます。今年も年明け後の

冬小屋に来ました。本当だったら昨日３３キ鈴木（秀）

と一緒に入るはずの所私めが年越しバイトで風邪を引

きダウン。１日遅れの小屋入りとなりました。今回は

念願かなって歩いて来ました。下にコースタイムを書

くと 
第１リフト終点→０：１５→サンアントン（Ｒ１、３

０分）→ゲレンデ入り口→０：１０→Ｊバー（Ｒ２、

１０分）→０：１５小屋（０：５５） 
一人ラッセルはかなりキツイけどいい運動になった。

さて、秀治が帰ってくるのを待つとするか。 
ＰＭ １：１０ 元 ３３ｒｄ 横井 

 
現在２０：０６ 一人でここに居ます。（鈴木は帰った）。

一人きりで過ごす夜は今回で２回目です。こんな環境

に身をおくと色々なことを考えるものです。今頭の中

をさだまさしの歌のメドレーで流れていきます。自分

一人の力でこれまで育ってきだのではないということ

をしみじみと感じています。外はまだ雪が降っていま



す。明日帰ります。ちょっと途中寄り道をして・・・。

星を見る為に来たのに残念・・・。また遭対の前か後、

友達と一緒に来る予定です。９０～９１の冬小屋も私

が最後の様ですね。３４キ、ＯＢの方はパワフルな様

だけれども、３２、３３キがほとんど来ないのはさび

しい気がします。私の場合、部外者だけれども来年も

年明けの冬小屋に来たいと思っています。それにして

も今年の冬は充実したいい休みだったとつくづく思う。

よく働いたワ、ホント・・・。今回ダイエットの冬小

屋にしようと思っていたが（正月太り）秀治が帰って

しまったので持ってきた２人分の食料のため、反対に

肥って帰ることになりそうだ。帰ったらプールに行こ

うと思う。これは一気に２ｋｇは減らせる。 
いいかげん書くこともないので寝るか！！ 

ＰＭ ８：５２  Ｈ．Ｙｏｋｏｉ 
 

平成3年１月５日 

すっかり出発の準備が終わりこたつでくつろいでいる

ところです。外は晴れ、青い空に白い雪、来て良かっ

たと感じています。 
さて、帰るとするか。ＡＭ８：２０ 

元 ３３キ 横井 
 

平成3年１月26日 

小屋の雪下ろしにやって気ました。 
メンバーは３２キ八重尾さん、３３キ木村さん、３３

キ福島さん、３４キ影井の４名。冬小屋から１ヶ月も

たってないのに、雪がほとんど屋根の辺まできている

のに驚いた！！ＡＭ１０：００ごろ小屋に着き、入り

口と４本の柱の上、ウラの雨戸の所の雪を除いた。疲

れたー！！ 
にぎやかな小屋しか知らないオレにとては４人だけの

小屋は新鮮である。こういう雰囲気もなかなえーもん

やなあと思う。 
まあ、とりあえず雪下ろしに来て良かった。 
明日は３３キ鈴木さんと３３キ原さんが来るようだ。 
とにかく小屋がつぶれてなくてよかったし、また３月

までがんばってたっといてもらわんと・・・・。 
３４ｔｈ  影井 

 

平成3年２月20日 

0.B.になってもまだ現役と雪下ろしにきている。雪が

多く昨日小屋に全員ついたのは昼近く、柱と屋根だけ

で一日が終わってしまった。夕方6時頃までやったと

ゆーのに。 
今朝起きると２０ｃｍも新たにつもってた。あ～あ、

朝イチでかえりたかったのに。 
それにしても屋根。雪と軒下の雪がくっついて小屋が

すっぽりうもれてるのを見たのははじめてだ。 
               ３１ｓｔ  伊藤 
 

平成3年2月20日 

雪下ろしを終え・・・・てはいまぜんがあきらめてこ

れから帰ります。今年は先輩から昔聞いた様な雪状態

でした。遭対に来る、３３ｒｄ、３４ｔｈの皆様が、

頑張って雪下ろしをする姿が目に浮かびます。雷（ピ

ンク色に見えた）や竜巻きも見れた上、今日は妙高も

黒姫もすっきり見え、満足しました。 
               ３２ｎｄ  高瀬 
 

平成3年3月8日 

今年の先発隊は、3 日に来ました。４，５日の合宿、

６，７の雪上ツアーも天気に恵まれて無事に終わりま

した。今年は暖冬のはずなのに小屋には去年の３倍く

らいの雪が積もり、とにかく雪下ろしは大変でした。

それｄも2回の雪おろしと、今回の雪おろしのおかげ

で、今年の冬も越せそうです。 
今、外では雨が激しく降っています。春はもうすぐそ

こまで来ているという感じです。 
雪上ツアーが終わってから、今日のまで残っている現

役部員が一人しかいないのは少しさびしい気もします。

忙しいのはわかるけど。 
僕は今日で6泊目、去年の９泊からすればパワーダウ

ンのようですが、春合宿の準備があるので明日朝一で

帰ります。 
                33キ  すずき 
 

平成3年３月10日 

やっと念願の外輪山までスキー出る。雪質は良いか悪

いのかわからない変な雪であった。妙高がすぐそばに

せまり、三田原山まで手のとどく所にあるのが１峰（今

日誕生）。そのうち外輪山をすべって赤倉スキー場へお

りるゲレンデ予定地は思ったより広がりがあるみたい

だった。去年杉野原国際スキー場（正式名称）は幸か

不幸からビッグなスキー場になるだろう。 
そうそう山スキーは滑走性（回転性、安全性）が悪く、

10 年前にもどったみたい。時代遅れの板という感じ。

これから用具をそろえるなら、トップがやわらかいゲ

レンデスキーのいいもの＋ツアースキー用バインディ

ングにした方が良いと思う。 
               ３０ｔｈ  笹倉 
 

平成3年3月12日 

6 日の朝に小屋に入ってからほぼ一週間ウダウダウ小

屋生活を終え、また下界に帰るところです。 



 

平成3年3月12日 

去年おととしに続いてまた春小屋最終日下山となりま

した。小屋の後片付けをして広々とした小屋の中でス

トーブをかこんでのんびりとするのはいつやってもい

いものです。去年の今頃はもう来年は小屋に何日もい

ることはないだろうと思っていたのに、結局も９日間

もうることになってしまった。のんびりと本も読めた

し、良い小屋生活でした。さらに小屋の周りにある良

い山、自然と楽しんでいこうと思います。 
                ３１期  松尾 
 
人がかいているとにとりあげるな！おい！ 
私の今回の小屋生活を紹介しましょう。 
そんなものいらねーよ、誰もよみたくねえよ。 
 

平成3年3月5日 

周遊券を買い急行妙高に乗り込む。 
昼夜逆転生活をしていたため全く眠れず妙高高原駅に

つく 
 

平成3年3月6日 

バスで杉ノ沢につく。残金200円これじゃリフトに乗

れん！郵便局の前で開くまで待って金を下ろす。 
小屋到着 おーっ すげえ雪だ。玄関はどこや？ 
30期宮崎さん 
留守本（雪上ツアーの）と一年生数名とウダウダあと

３１ｓｔ松尾グーグーねる。雪洞をほったがそこでは

ねず小屋に帰る。 
7日 
雪上ツアー隊帰ってきた。すごい日焼け（雪焼け）し

たなあ。午後雪上ツアー隊の打ち上げに飛び入り、も

ちろんサンアントン。見栄張っておごる。スキーをや

って遊ぶ。 
8日 
グーグー ウダウダ ウロウロ グーグー モグモグ 
グーグー 
9日 
グーグー モグモグ ウロウロ グーグー 
あー買い出ししたなあたしか 
10日 
30 期宮崎さん笹倉さん松尾さんに山スキーにつれて

いってもらう。はじめての山スキーだった。コースは、

小屋→ウー峰（三田原山のある稜線）２３００ｍ→池

の峰東→林道→小屋 
幅、数十ｍ、長さ数百ｍのところどころアイスバーン

のある斜面にきて、ここで帰らせて貰おうかと思った。

こわいこわい。しかし、２３００ｍからの眺望は少々

ガスったりしたが妙高山が目の前にあり反対側には笹

ヶ峰が広がる抜群なものだった。時折北アの頭が雲の

上に出ているのが見えた。 
3月１１日 
ウダウダ、グーグーグー 
３月１２日 
小屋のそうじを終え、これから帰ります。また来よう。 
               ３１ｓｔ  増田 
 

平成3年３月12日 

今日帰る。今回の小屋の目的は三田原山から高谷池ヒ

ュッテ、火打山付近の山スキーツアーだった。我々は

３０期の笹倉、宮崎、３１期の松尾、久保の４人をメ

ンバーをメンバーとする「同人ウー」なる組織を結成

し、９０年１２月苗名小屋～池ノ峰（名古屋から３０

期土生が参加）。９１年１月冬山訓練として南八ツ硫黄

岳（久保不参加）。信越根子岳及び北八ツスキー（宮崎

不参加）、２月安達太良山スキー登頂（久保不参加）、

南八ツ赤岳登頂、等の訓練を行った。それ以前にも宮

崎、笹倉は９０年４月北アルプス室堂周辺、松尾は苗

場山神楽峰、北アルプス南部乗鞍岳、６月にはその３

人＋元３０期藤森と東北月山スキー等の下地はできて

いた。宮崎は元３０期で現在は東京心岳会所属の藤田

を師として沢登り、岩登り、冬山、アイスクライミン

グの手ほどきを受けた。笹倉は富山出身でスキーがう

まい。 
こうしてある程度自身をつけたところでやっと三田原

山、火打周辺へのツアーに踏み込んだ。去年１２月の

池ノ峰でもおっかなびっくりだったのに、経験を積ん

だお陰でわりと楽に行けた。結局、天候判断等で高谷

池、火打山へは行けなかったが、松尾、宮崎は三田原

山ピークを踏み、２３００ｍ峰（「ウー峰」と命名）へ

３回、久保、笹倉、準同人の増田（３１期）はウー峰

へ１回、それぞれ登ることができた。毎回違ったルー

トから登り降りし、池ノ峰より稜線へ登る尾根（「池ノ

峰尾根」と命名）から東側の斜面はほとんど網羅して

しまった。 
新しい発見もあった。ゲレンデから新しくできる予定

のコースが見えるが、そのリフトの終点は１８５０ｍ

付近に出来ること。しかも小屋からほとんど真上の尾

根（露岩マークのある尾根）上にも新コースおよび新

リフトが出来るらしい。（１６５０ｍ～１８６０ｍま

で）小屋の井戸の水が涸れる心配はないだろうか。そ

ういえば杉ノ沢を流れる沢水がえらく濁っていたのは

ゲレンデ予定地の伐採とは関係ないのだろうか。 
春も近い。朝と夕方、小屋の周りを歩くと野鳥のさえ

ずりが楽しげに聞こえる。普段は感じられない季節の

移ろいがはっきりわかる。同人ウーはまた２週間後小

屋に来て今度は笹ヶ峰付近にテントを張って火打山南

面の谷を滑るともりだ。 



苗名小屋は山スキーの基地としてまさに理想的な位置

にあることに気付いた。現役の頃は考えもしなかった

ことだが。自分としてはこれからもどんどん小屋を利

用して妙高山塊のエキスパートになるつもりだ。夏は

沢登り、秋は山菜、冬、春は山スキー・・・。しかし、

今年はテレマーク２シーズン目だが、まだまだ滑れる

ことは絶対条件ではない。斜滑降と谷回りキックター

ンさえ完全に出来ればいい。スキー技術よりも総合的

な山の技術、冬山、読図、ビバーク等のほうが大事だ。

現役の 33 期の人達も山スキーをやる気があるらしい

ので今から楽しみだ。 
                 30期  宮崎 
 
 

平成3年3月15日～3月18日 

大学 4年の3月以来、8年ぶりに小屋に来ました。今

回は会社の同僚達 12 人を案内しての小屋入りで、ど

うなることかと心配でしたが、無事帰る日を迎えるこ

とができます。 
スキーといっても社会人になると温泉がついてないの

かとかゲレンデまですぐ行けるかとか、口うるさいの

が多い中で２２～２３才のＯＬ2人、25才の奥さんも

しっかり苗名小屋の生活をたのしんでもらうことがで

きました。 
又、今度は夏にも来てみたいなんて、言ってますので

どうぞまた利用させてください。 
ありがとうございました。 
             ２３ｎｄ 丸山 俊二 
 

平成 3 年 3 月 26 日         30 期  

宮崎 
昨日小屋に入った。今回は2週間近い滞在の予定。車

で笹倉の運転、笹倉はまた横浜へ戻った。横浜から高

崎～三国峠～小出～柏崎～上越とまわって入る。柏崎

から見る朝日に光る米山９３３ｍ、上越～新井付近か

ら見る青田難波山～火打山そして妙高山は初めての角

度で新鮮だった。装備を１回で荷上げできないので、

杉ノ沢の観光協会に食料を置かせて貰って1回目の荷

上げをする。第2高速リフトからパノラマゲレンデを

滑るが途中から講習会で人の多いゲレンデを嫌って西

側の樹林帯に入るが、雪質がグズグズでターンできな

い。シブタミ橋下に３／６に作った雪洞はまだつぶれ

ていなかった。小屋に着いてみると入口の前に生ゴミ

やら空き缶が散乱していて驚いた。たぶん 23 期の丸

茂さん達が残した物と思うが、自分たちの出したゴミ

はきちんと下界までおろすか、生ゴミ以外なら倉庫の

網の上にまとめて置いておいて欲しい。アルミ箔やた

ばこのフィルターとか空き缶を雪の上で燃やしても土

には戻りません。多分ビニール袋に入れておいたんだ

ろうが、動物かカラスが食い破ったんだろう。ゴミの

片付けで普段ならしなくてもいい仕事が増えて不愉快

だった。杉ノ沢の食料はもう松尾にもう1回取りに行

ってもらった。明日４：３０起床の予定で 20 時過ぎ

には早々に寝た。 
翌 26 日は苗名小屋～三田原山～笹ヶ峰の予定が起き

たのが６：３０で、朝食後もう１～２時間眠ってから

短縮コースに行くことにするが、次に起きたのが１

４：３０。ほとんど何もしないまま再び夜を迎えた。 
27日（水）後発の笹倉・土生（30期）久保・増田（31
期）が大量の食料と共に来るのを迎えに行く。ゲレン

デを滑るよりも新しいルートで杉ノ沢まで下ろうとい

うことで松尾と 2 人、シブタミ川を 1000ｍ地点まで

下ってからゲレンデに出る新しいルートを開拓しよう

と出発。ところが途中、急斜面があり松尾が横滑りで

まず下る。続いて私が少し離れた地点を下り始める。

足元が不安定で滑落の危険を感じる。斜滑降で切り滑

けようと足に力を踏み込んだ瞬間、足元の雪が崩れて

５０～６０度の斜面を落ちる。真下に大木があるのを

知っていたので、落ちていく間は木にぶつかる衝撃の

ことを考えた。わけもわからず落ちていって突然ドス

ッと止まった。木の横をすり抜けてその下の雪のやわ

らかい部分に軟着陸したらしい。それでもアタックザ

ックの肩ひもが片方ちぎれて、テレマークスキーの左

足の流れ止めもちぎれてしまった。怪我をしなかった

のは本当に偶然だった。そこで沢の滑降をあきらめて

スキー場側の斜面をキックステップラッセルで登る。

安全地帯に出た瞬間、どっと疲れが出た。杉野沢まで

下ったらみんなは約束の時間には遅れるし、リフトは

止まってて天気図を取るために1時間半で下から歩い

て登らなきゃならないしで散々の1日だった。 
28日（木）本当は今日高谷池ヒュッテへ出発する予定

だったが重用装備をチョンボした奴がいて、今日の出

発をあきらめる。小屋周辺は1日中ガス。トイレの水

位が異常上昇しているのでトイレの外の雪かきをして

マンホールと回りのコンクリートの上にビニールを乗

せて防水する。林の中に新トイレを建設（松尾）。土生

がキジの撃ち初めをする。しかし何となく新トイレに

不満があるらしく、彼は新しく自分専用のトイレを作

ることにする。理想のトレイ作りに励む姿に男のロマ

ンを感じる。が、わずか 10 分程で断念して帰ってき

た。いわく「我がウンコ道に悔い無し」。土生は名古屋

の中学教師で、春休みの研修という名目でしっかり出

張費をもらって小屋にきている。研修だから、レポー

トを提出しなければならないが、題名は「妙高の自然

だそうだ」4 月になって新クラスの担任になったら、

生徒の前で開は一番、「私とウンコ」という題でとつと

つと話を始めるそうだ。 
 

平成3年3月29日 



30 期宮崎氏、笹倉氏、土生氏 31 期松尾・久保の 5
人が高谷池ヒュッテに行ったので小屋の中は私一人に

なってしまった。一日中ほとんどキジ以外は小屋にい

た。ギターを弾いたり本を読んだり少々そうじもやっ

た。 
あー暗くなってきた、こわいこわい、今ならまだ五八

木荘に行けるぞ。 
午後は天気が良いみたいだから（小屋にいたので断言

できない）5 人は高谷池ヒュッテに着いて泊まるだろ

う。月がほぼ満ちている。今回はカメラ（普通の）と

ＩＳＯ1600 の高感度フィルムをもってきたので夕方

と早朝、小屋の回りの写真を撮ってみようと思ってい

る。だから私はさっさと寝るるもりだ。 
              ＰＭ ７：００ 
 

平成3年3月29日 

やっと高谷池ヒュッテに出発する日が来た。メンバー

は宮崎・笹倉・土生（30期）松尾・久保（31期）。午

後から晴れるという予報に期待して出発５：４５。仙

人池付近までガスの中だったが第2尾根を越えると笹

ヶ峰の展望があらわれた。笹ヶ峰からほぼ夏通沿いに

高谷池ヒュッテまで行った。途中ナニ曲がりでは急斜

面のアイスバーンで斜登行、キックターンで切り抜け

たがこわかった。1790ｍ地点からはスキーを担いでツ

ボ足でしばらく登った。天気は雲海の上に出てほぼ快

晴。高谷池ヒュッテ着、１４：４５。いい小屋だ。 
30日（土） 
今日も晴天だがごごから崩れるらしい。６：２０火打

山へ。稜線沿いではなく南斜面をトラバース気味に取

り付く。雪が固くてスリップしやすい。頂上直下であ

まりの雪の固さにスキーでは登れず、一旦登頂を断念

するが、わずかに南側へ回り込むと雪は少しゆるみ初

めていた。再び登り出すと5分ほどで頂上だった。あ

きらめなくて良かった。だがなぜ久保は登ってこなか

った。さあピークからの滑降だ。雪質がアイスバーン

に近いので始めは慎重に下る。笹倉がいきなりウェー

デルンで滑り降りる。テレマーク組の私と土生は目が

点になる。松尾もそれなりにターンしながら滑ってい

る。土生はテレマークを始めてゲレンデで数日練習し

ただけでいきなり3月の火打山の滑降をやろうとそて

いる。勇気があるというか何というか。私も数回のテ

レマークターン決めることができて内心ほくそえんだ。

一度小屋へ戻って荷物を回収して茶臼～黒沢岳の鞍部

まで歩く。黒沢池までの大斜面は無立木でどこでも滑

れる。広大な空間には仲間以外だれ一人いない。思い

思いにターンしながら下った。再びシールをつけて三

田原への西斜面に取り付く頃からガスと風雪が厳しく

なってきた。いい加減披露もピークになってきた。三

田原ピークも濃いガスと雪の中だった。視界がないの

でここから稜線上を２３００ｍ付近まで歩く方が安全

だが、バテている者がいたのでシールを外してトラバ

ースで下ることとする。火山性の地形はガスられると

わかりづらい。地図と高度計とコンパス、それに鍛え

上げた読図力がものを言う。沢の源流を２つわたって

目的の斜面に出ると、意外なことに完全にガスがなく

なった。うれしい誤算だった。ツアー最後の高度差

1000ｍの滑降だ。岳樺の斜面をみんな思い思いにター

ンしながら下る。さすがに満足そうな表情が伺える。

一部密林に手こずったが、無事小屋までたどり着けた。 
 
3月31日 
前年の９月から始めたローソンの徹夜バイトは商魂た

くましい店長と優しい奥さんの2人とのしがらみが断

ち切れず 1 月になってから週４～5 日、2 月に入ると

週6日というすさまじいものになってしまった。そう

２月という花の試験期間。そんなときにこれだいえバ

イトをやってて単位がとれるわけはない。折しも春闘

前の話題として「時短」「週40時間労働」などという

言葉が誌面をにぎわせていたような気がする。ちなみ

にローソンのバイトはＰＭ１０：００～ＡＭ８：００

の 10 時間労働で前述の店長がケチなので、駅前で決

行客は多いのにこの時間帯はバイト1人でやらせるの

である。しかし単位に関してはほとんど関心がなかっ

た（あきらめていた）ため、その当時、精神的苦痛は

なかった。 
前年の 11 月下旬から普通免許と自動二輪（中型）免

許を取るべく関東自動車学校へ通っていた。生協を通

して申し込んだにもかかわらずスピードプラン、優先

予約のことは知って活用したかったのだが、高校生の

多い時期でそううまくもいかない。となるとあとはな

んとかキャンセル待ちに期待するしかないので、朝早

くから夜遅くまでキャンセルを待って粘っていた。そ

んなわけで単位がとれるわけはない。しかしまあ努力

の甲斐あって遭対合宿出発3日前にバイクの卒業、出

発当日に車の方の卒検になんとか合格できた。 
朝日が昇り、鳥がさえずり、出勤、登校の人達が大勢

ローソンに寄る頃、やっと仕事が終わる（ＡＭ８：０

０）。そこから愛車ミント（５０ｃｃ）に乗って汚いア

パートに帰る（８：１０）。すると授業には全く出ず、

人生について深く考え込んでばかりいる増田（31期）

がいつも私のベッドかこたるの中にいた。彼はいつも

のごとく夜中、物思いにふけり、ちょうどこの時間に

なって寝始めるという。寝時間は当然私のベッドかこ

たつだった。私はそれをチラと見て、すぐに教習所に

向かう。朝８：３０からのキャンセル待ちのために・・・。

ここでは運良くキャンセル待ちにありつけても呼び出

されたときに本人がいなかったら一番最後にまわされ、

また根気よく待たねばならないので1日中なるべく離

れないようにする。テストのあるときは直前まで教習

所にいてミントで学校にいき、終わったらすぐに教習

所へ戻った。雪上ツアーのミーティング、トレーニン



グの時も然り。ＰＭ８：００頃最後のキャンセル待ち

がアナウンスされ「今日もダメだった・・・。と一息

つきアパートに向かう。わずかな安息の時間をアパー

トで過ごし、ＰＭ９：５０ローソンへ。そして再び長

い夜が始まる。今頃は増田がゴソゴソと起き出して活

動を始める時間だ。こんな生活が水曜を除く毎日続く。 
以上、私、松尾（３１期）の１年生の遭対合宿に来る

前の日常生活でした。充実していたのかしていなかっ

たのかよくわからないけど、はるか昔の不健全でそれ

でいて楽しかった頃ですね。それ以降は少し健全で楽

しくもあり苦しくもあった大学生活が今まで続いてい

ます。 
今日は休息日ということで小屋でのんびりとしている

とこんなつまらないことを思い出して書いてしまいま

す。別に深い意味はありません。最後に極度の睡眠不

足と疲れのためにうるさく言ってきた私ですが、これ

だけは情けないことですね。 
今晩も明日も本はたくさんあるのでしっかり読書しよ

うと思います。 
屋久島隊の皆、残念でしたね。あまり引きずらず次に

向けてしっかりとやって下さい。 
                 ３１期  松尾 
 

平成3年４月３日   ２２期  鴨志田岳志 

昨日小屋に入るとつい今まで誰か寝ていましたという

感じでシュラフ、ふとん、毛布が散乱していた。夜に

なってもシュラフの主は帰ってこない。いったいどこ

へ出かけたのだろう。下界へ温泉一泊ツアーへ行った

のか？とでも思うことにして小屋の鍵はそのままにし

て帰ります。 
ところで４／１～リフトがほとんど動いていない。雪

があるのに客がいないからなのでしょうか。久し振り

の国際杉の原の変わり方には驚きました。田舎のスキ

ー場という感じを脱却しようとリフトを作り替えてい

るのでしょうか。本当に何年ぶりかでここですべって

みるとゆるやかなスロープで、学生の頃新しくできた

杉の原でハーハー言いながらひっしにすべっていたの

がうすのようです。少しは自分のスキーも上達したと

いうことなのでしょうか。以前は国際や杉の原の上の

方にもう少しコブがあったような気がするのですが。 
今回は職場の同僚と３人で来ましたが静かな小屋で楽

しい一夜を過ごすことができました。ただ、堀ごたつ

のレンタン火ばちがこわれていたのが唯一残念でした。

あと、ガス管は早急に取り替えましょう。早稲田の小

屋のようになる前に・・・。 
パラパラ小屋日誌を見ていると最近小屋周辺へ山スキ

ーに出かけている様ですね。僕も年に数回ですが山ス

キーというものをやっています。今春は清水→巻機→

大烏帽子→宝川というコースを目指したのですが、あ

えなく敗退しました。実は昨年も同じコースを目指し

たのですがやはり吹雪で失敗しています。年を減るに

従って確実に体力・気力の減退を痛感しているこの頃

ですが、今度は是非小屋をベースにして周辺の山スキ

ーに挑戦しようという気になりました。また、小屋周

辺の山スキーに行ったら楽しそうな記録を小屋日誌に

残しておいて下さい。 
 

平成3年４月５日 

鴨志田さんが不審に思ったシュラフの主は宮崎氏（３

０ｔｈ）、増田、松尾（３１期）です。４／２より

高谷池ヒュッテ、火打周辺へ登り、ヒュッテに３泊

して今日ここに帰ってきました。ありがたい帯状高

気圧のお陰で４日間すべて快晴で展望の素晴らし

さはもちろんのこと、無立木の広大な斜面、吸い込

まれそうな谷の斜面、生々しい雪崩の跡など表現し

づらいのですが、とても良かったです。その中でも

最高だったのが、昼下がりの高谷池周辺と高谷池ヒ

ュッテで過ごす夕暮れ時でした。 
今回のコースは宮崎氏が後にこの日誌に書くそう

なので私は書きません。 
やっぱり登山は楽しい。でも読図、ルートファイン

ディング能力をもっともっとつけなければ山スキ

ーは楽しいものとなりませんね。おもしろくする可

能性がまだあるということにして、この反省を自戒

に活かしていきましょう。 
宮崎さんとゴリは今晩も泊まり、明日は土合へいく

そうですが、私はそろそろパッキングをして下に降

りようと思います（ＰＭ３：４０）。１２日間分の

臭さを妙高温泉で洗い流し、急行妙高で帰ります。 
今の目標 
 早く日常生活に戻る 
 統一地方選、投票日には横浜にいたいなあ。 
               ３１期  松尾 
 

平成3年３月３１日 

前々頁の日記の続き      ３０期  宮崎 

休養日。終日小屋内でゴロゴロ過ごす。本棚にある

浮浪雲を読む。浮浪の生き方は、新潟が生んだ大人

物「大愚良寛」のそれに通じるものがある。 

４月１日 

２週間近くも小屋にいてゲレンデに１度も出ない

のもどうかと思い、勇気をふりしぼって１日券を買

うことにする。考えてみたら今シーズン、冬小屋３

月上旬そして今回と１カ月近く小屋にいるのに、ゲ

レンデを滑るためにゲレンデに出かけたのはただ

の一度もない。サンアントンに行くためとか、１年

生を迎えに行くとかは別にして。その割にはゲレン

デを歩いて登った回数はやたらあったような気が

する。 



ゲレンデに出てみると第２高速のダイナミックコ

ースで大回転の大会をやっている。第２高速乗り場

まで滑っていくと、なんと第一高速は動いていない、

ゲレンデは閉鎖していた。動いているのは杉の原の

ロマンスリフトとゴンドラ、国際第２高速リフトだ

けだという。１日券を買うためには下まで行かねば

ならず、上に昇る為にはゴンドラに乗らなきゃなら

ない。すると 4200 円もとられる・・・さんざん迷

ったあげく、レテマークの練習もしなければと思い、

整備されていない国際コースを滑り降りる。ゴンド

ラ共通一日券が 3500 円に値引きされていてほっと

した。ゴンドラで上にあがり、国際の上部専門です

べる。テレマークによるアルペン系の滑りの練習を

する。ある程度できるようになったから空きのゲレ

ンデで３時間すべり続けたらもうフラフラ。サンア

ントンで日和って、早々に小屋に戻った。 

 

４月２日 

４時半起床。５：４３出発。今回のメンバーは宮崎

（３０キ）松尾・増田（３１キ）。予定では３泊４

日で高谷池ヒュッテ定着で周辺の山や谷を滑りま

くるつもり。前回の３／２９～３０の時は笹ヶ峰経

由で行ってけっこう時間がかかったので、今回は三

本木から池の峰尾根 1950ｍ地点までは順調に進ん

だ。ちなみに天気は晴れ。そこから山腹を巻き気味

に三田原山へ出ようとしたのがいけなかった。柄沢

の源流の深い谷を2170ｍ地点で渡ろうとする。右岸

はやや雪屁ぎみになっていて、４０度くらいの斜面

を進まなければならない。雪が堅くてかなりこわい。

松尾・増田が先に通過する。いけると判断するが、

途中でストックの握り部分にピッケルのピックに

似たものを取り付けられるようになっているので

制動をかけるがとまらない。２０ｍくらいずり落ち

て自然に止まった。そんなバカな。これくらいの斜

面で滑るはずはないと挑戦すること４回、全然ダメ

で合計５０ｍくらい高度を失った。途中で気付いた

のだが、シールが両スキーの前半分くらいはがれて

しまってエッジが全く効かなかったのだった。あき

らめてスキーをぬいてザックにつけてキックステ

ップで登る。当然ながら登れる。シブタミ川の滑落

の時もそうだが、スキーは万能ではないのだから、

危険箇所ではスキーを外すことを考えなければい

けない。まだまだその辺の判断が甘いようだ。結局

シールのりを塗って三田原山山頂まではつぼ足で

登った。その後は順調に黒沢池まで滑降。茶臼岳と

黒沢岳の鞍部までシール登行。そこからシールを外

して高谷池ヒュッテまで滑った。小屋到着１４：４

５。トラブルのせいで笹ヶ峰経由のときと比べても

全然時間短縮にならなかった。トラブルといえば雪

質のせいでシールに雪がダンゴのようにくっつい

て歩行の障害になった。スキンワックスとやらの使

用も考えねば。天気予報によるとこれから２日間は

晴れるらしい。 

 

４月３日快晴 

まず高谷尻谷右俣を滑る。７：３０発。雪質は固い。

滑りやすい雪と適度な斜面が続き楽しい。1660ｍま

で滑る。今度は左俣をシール登行する。直登できる

傾斜が続く。1830ｍ地点より北側に見えるカール状

の場所はよだれが出そうないい斜面だ。小屋にいっ

たん戻るためそちらへは行かず東側の沢沿いを登

る。1900ｍの地点からいるい傾斜を求めてさらに東

にうつる。その途中で増田が５０ｍくらいずり落ち

たらしい、みていなかった。小屋着１０：２４。 

１１：００今度は火打山ピークへ出発。天狗の庭か

ら稜線へ取り付き、澄川源流をのぞく。吸い込まれ

そうな斜面だ。今回は昼頃ということで雪もやわら

かく、不安なくピークを踏んだ。昨年１０月に登っ

た尾瀬燧ヶ岳や越後三山が見えた。佐渡島も見える

ほどのド快晴だった。滑りのほうは雪が腐っていて

まともなターンができずイライラがつのった。途中

から火打南東尾根に入るとやっと滑れる雪質にな

って少しだけ溜飲を下げた。鍋倉谷源流2000ｍ地点

まで滑り、天狗の庭経由でヒュッテに戻った。１

５：３０着。 

 

４月４日快晴 

はじめは火打山北東に登る澄川を 1700ｍくらいま

で滑ってまた登り返すつもりだったが、昨日雷鳥平

から見下ろしたときのあまりのスケールの大きさ

に気後れがしてやめにした。それよりも昨日から見

あげた高谷尻谷左俣上部のカール状の斜面に触手

が伸びた。ただ上部に雪屁が見えていたのでその部

分をどう滑り降りるかが問題になりそうだ。天狗の

庭付近から南へ滑り降りる。雪屁の出ていない所か

ら滑る。早朝アイスバーンだがわりと滑れる。どん

どん滑り降りて鍋倉谷出合まであっという間に着

く。鍋倉谷は高谷尻谷とはうって変わって両岸がか

なり切り立っている。その変わり傾斜はゆるい。ス

キーを担いで鍋倉谷へ入る。スキーでは登れない部

分はあまりないが、両岸から雪崩というかデブリの

跡がずっと続いていて緊張する。滝で行き止まりに

なる手前の右手から入る支流にルートを求めてキ

ックステップで登る。急斜面を登り切るとようやく

安心して休める。このあたりから暑さが耐え難くな

ってきた。暑くてたまらないのと、雪がくさるだろ

うと予想されることから今日はこの１本で終わり

にする。１００ｍ高度をかせいでは休憩という感じ

で小屋にもどった。１３時頃着。その後は１６時ま

でフリータイム、３人とも好きな場所へ銀マットや

らお茶、レーション、本、ラジオなどを持ってでか

けた。私はラジオを聞きながらぼーっと空を眺めた



りしていたらいつの間にか寝てしまって、寒さで目

覚めたのは１５：４５だった。増田は毎朝夕、写真

を撮るといっては外へ出ている。傑作をものにした

だろうか。 

 

４月５日 

今日は下るだけだ。晴れ。茶臼～黒沢岳鞍部から黒

沢池へ滑り下りる。一度も転倒せずに黒沢池まで下

った。そこから南へ黒沢の流下口まで滑走。ほとん

ど平ら。黒沢へ入る。途中まで快適に滑る。中盤か

ら両岸が切り立ってくる。流が出ている部分があっ

て左岸のシュプールに従って高巻こうとするが行

き詰まる。横滑りというか、横ずりおちで切り抜け

た。その難所を過ぎると真夏の渡渉点近くに出

る。・流の出ている地点で水を汲むが、ポリタンご

と沢に落としてしまった。それを拾うのに四苦八苦

する。その後は京大ヒュッテまで緩斜面の樹林帯を、

木を右に左によけながら快適に下りる。今日はそん

なに暑くなくて助かる。笹ヶ峰からは山スキー２人

はシールをつけて、私はノーシールで滑走する。

時々、この４日間というか１２日間というか余韻を

惜しむかのように大休止してぼんやりとする。苗名

小屋１２：３３。 

 

今回の山スキーは、天候に恵まれ、冬山の要素もほ

とんど無かった。しかし何度も滑降したりして怖い

目にあった。これから山スキーを始めようという人

も、充分に覚悟して、技術と知恵を駆使して楽しん

で欲しい。妙高・火打山塊は奧が深い。西の天狗原

山・金山・焼山北面や高松山、昼闇山なんかはまだ

手もつけていない。この山塊は日本でも最もスキー

に適した山の一つだ。その山麓に山小屋を持ってい

るのだから利用しない手はない。 

 

平成3年４月６日    ＡＭ１０：５０ 

今だいたいひととおりの片づけを澄ませた。これか

ら回数券が８枚あまっているので増田と２人でそ

れを使い切ってから妙高温泉に入り、その後土合へ

行く予定。増田が一の倉沢を見てみたい（この季節

の）というのでそれについて行くことにした。 

今回の小屋滞在は３／２５～４／６の１３日間で

８泊×２００円＝１６００円 

小屋周辺の自然を知れば知るほどますます小屋に

対する愛着がわいてくる。自分の中でも小屋が非常

に愛おしいものになっていき、離れがたくさせる。

古い小屋日誌を読んでいても歴代の部員や、また部

外の人でもこの小屋から大きな糧をもらってまた

街の生活へと戻っていく様子がよくわかる。 

もっともっと深く、この小屋や周囲の自然を知りた

い。そしてそれを守っていきたい。 

             ３０期  宮崎英樹 

 

平成3年４月28日 

今年も新歓で、小屋に来た。今年は春の大雪がまだ

残っている。山靴、ロンスパを持ってきたのは正解

だった。１ヶ月半振りに小屋を見た感想は「建って

いて良かった」だった。去年は雪がほとんどなかっ

たのに自分が小屋委員になった途端の大雪。春小屋

を出てからも小屋が建っているのか心配になった

ことも幾度かあった。でも冷静に考えてみれば、４

／６に小屋を出てきた宮崎さんに昨日あったばか

りだから、小屋が潰れているはずもなかったのだっ

た。まあでもこれで今年中に小屋が潰れるというこ

ともなくなり、一安心というところです。 

今回の新歓小屋は、焼き肉が少し失敗したところも

あったが、とりあえずは晴れて、雪のある小屋が見

れて良かった。次に来るのは夏小屋合宿と、かなり

間があいてしまうことになります。 

                ３３キ 鈴木 

 

平成3年4月29日 

上の鈴木君達と一緒に運転手として小屋に来まし

た。新歓の為にきたのですが、新入生が４人と少な

かったのだけが残念でした。しかし、新入生の小屋

の第印象は「思ったよりずっと良い」「快適」との

こと。やはり歓迎の時に小屋のことはケチョンケチ

ョンに言っておいた方が良いようですネ。 

次回来るときは夏小屋かと思いますが、その時は年

の進路が多少見えてきているでしょうか。 

それでは又 

               ３２期  高瀬 

 

平成3年５月５日 

三田原 2300 ぐらいにいって下りてこようといいか

げんな予定をたてきたのですが、結局1660（あのリ

フト予定地の終点かな？・・・ここに土台をうつぞ

というしるしはあった）くらいかでいってあとは、

ギャーギャーいいながらレテマークの練習（？）を

して終わってしまった。 

今年はというか９０～９１冬春は職場の山スキー

やさんについて３回ほどあちこちをこわい思いし

ながらすべってきました。来年は是非、火打―三田

原をやりたいと思います。いろいろ楽しそうな記ろ

く参考になりました。 

ただこの連休、ササガミネには山スキー屋、レテマ

ーク、ゲレンデ派とぎょうさんおりました。少し予

定がづらせれば静かでいいだろうな。 

２３キ  ムトウ 



 

またヒデジと共に来ました。、午前中は行動せず、

午後になってら動くという,とても優雅なゴールデ

ンウィークを過ごしています。 

これこそ休日の正しい使い方でしょう。 

カリカリしない。のんびりする。外がいくら快晴で

も、これ以上ないという快晴であっても・・・・ 

我々は寝床から起き出してはいけないのだ。 

時計のない生活こそが豊かな生活なんだろうなあ

（うん、一理ある フムフム） 

それではこれから仕事が山ほど溜まっている諏訪

に帰ります。 

次は仕事の山を登るんだよなー、まあ、いいよね。 

２５キ  竹内 

 

平成3年９月６日 

最後の合宿も無事終了して、小屋に戻ってきました。 

補修をした。 

               ３３キ  木村 

 

平成３年９月８日      管理人 岡田 

悟 

夏期合宿に度々お訪ね下さったが多忙のためリー

ダの木村様に御逢い出来ず残念でした。 

今春杉野沢区長と財産区管理会長へ陳情した飲料

水の件、お逢い致して再三再四督促を御願いして頂

き度かったのですが実現出来ず残念であった。 

仲々困難な問題であるが熱心に運動継続しないと

遅々として進まず来年と云はずに両者に手紙でも

良いから御願いをして見て頂き度く清酒１級２本

宛寄贈して頂きたく思ひます。以上 

 

平成３年10月10日   ２２期  鴨志田 

１０／８～１０／１０ ２泊３日 ＯＢ１名  

部外者４名。料金入れました。１０／９火打に登る。 

岡田さんの連絡現役に伝えます。 

 

平成３年10月19日 

こんな時期に小屋に来る人間もめずらしい。実は黒

姫でパラグライダー講習をうけているので宿代わ

りに使っている。窓から見る山もイイゾ。また冬に

なれば山スキーが始まる。みなさんまた滑りましょ

う。 

               ３０ｔｈ 笹倉 

 

平成3年12月28日 ＡＭ ３：３０ 

25日に小屋に入りました。雪があまりにも少なくて

スキー場は閉鎖。宮前からは歩いてきました。ゲレ

ンデも草や石が見えている状態でした。みんななん

の為に小屋に来たんだろう？！と言っていたけれ

どなんのなんの「小屋に来るため」ですよ！小屋で

余計なことは何も考えずみんなと過ごすのが私は

大好きです。スキーもいいんだけどね・・・。 

感動したのはサンアントンが開いていたこと。五八

木荘のおじさんにゲレンデのお店はやっていない

と聞いてがっかりしていたらやってるやってる！

喜んで飛び込みました。お姉さんは相変わらず美し

かった。野沢菜は相変わらずおいしかった。でも本

当に人が来ないので大変でしょうね。早く雪がたく

さんつもるといいのに。 

本当に小屋での～んびりしました。スキーが出来な

いから来る予定だった部員も来ず、ＯＢの方々もい

らっしゃらずちょっと残念でしたが。でもこれくら

いの人数（現役7人、前半は5人でした）ですごす

のもまたいいものでした。さっきまでモノポリーと

トランプをしていて（その前にお酒でつぶれた者１

名あり）真夜中におしるこまでつくって食べてしま

った。何か不思議なムードの冬小屋でした。明日じ

ゃなくて今日には帰ります。今東京も雪だとか・・・。 

久しぶりにこの日誌を見たら同人ウーの活動、すご

いなーと思いました。私は雪山とか山スキーとかは

今はそれほどやりたいとは感じない（こわいなーと。

いう気持ちがつよくて）けれど、でもずっとずっと

自然に近づいていって自然に受け入れてもらいた

いなーとは思っています。言葉、変だけど。来年も

良い年でありますように。今度来るのは1月の雪下

ろし、かな？ 

             34期  小野恵美子 

 

平成3年12月31日  １：０２ ＡＭ 雪 

気がつけば今日は大みそか。昨日はいろいろありま

した。 

悪いこと 

１，高崎行きと黒磯行きに間違えて乗り、横川・軽

井沢間では特急に乗らなければならず950円とられ

た上に妙高の駅は 11:00ａｍに着くはずが結局

１:00ｐｍに遅れてしまった。 

２，強風の為リフトが運休、第1高速は動いていた

ので小屋まで歩いた。予想通りの積雪の多さのため

結局 3:00ｐｍにリフトに乗ったのに小屋に着いた

のは6:00ｐｍ 

３，辺りは日が暮れスキー場のナイターの光と雪の

反射だけを頼りに小屋に着いたのに、スキーは一組

もない。ふとヤナ予感が走る。小屋の中は明かりが

ない。何故どーして、Ｗｈｙ？折角苦労してここま

で来たというのに誰もいないとは・・・。 



 

良いこと 

１，電車の乗り方を学んだ。 

２，妙高の駅前のやおとくで昼食が食べられた。

前々から行きたいと思っていたのになかなか行け

なかったので・・。 

３，リフトの回数券を買おうとしたら見知らぬスキ

ーヤーがリフト券をゆずってくれた。 

４，100ｃｍの積雪、年末スキーが楽しめる。新コ

ースに繰り出せるかも。しかし、この雪は小屋に入

る苦労を大きくした。 

５，折角小屋に来たのに今日は一人が「チェ」とイ

ンスタントラーメンをすすっていると、２３キ武藤

さん２５キ竹内さんが来くれて話が出来た。 

 

良い事と悪い事を比べてみると良いことの方が一

行多い。そうか今日は良い日だったのかと思ってよ

くみてみると良いことに下になんて書いてある。と

すると今日は良い日でも悪い日でもなかったとい

うことになる。なんだかよくわからない。 

今年の冬小屋へは長い道のりであった。行くの辞め

ようかと思ったことも何度かあった。でもなんとな

く今ここにおる。今年はスキーをすることが小屋に

行く目的のつもりでいた。でも今はそんなに強くス

キーをしたいとは思えない。思えばなんとなく小屋

に来たかったのだろう。なんとなく足が向いていた。

冬小屋はなんとなくだと思う。 

１：４３ａｍ        33期 鈴木秀治 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


